生産力の概念について -スターリン規定をめぐつて- by 前川 忠良
生
産
力
の
概
念
に
つ
い
て
－
ス
タ
ー
リ
ン
規
定
を
め
ぐ
つ
て
－前
川
忠
良
は
　
し
　
が
　
き
第
一
苛
　
生
産
力
概
念
の
関
越
一
、
生
産
力
概
念
理
解
の
為
の
前
拉
二
、
扱
術
主
義
的
生
産
力
論
批
判
三
、
生
産
力
概
念
と
生
産
話
力
四
、
ス
タ
」
リ
ン
新
撰
罠
の
意
味
第
二
等
　
生
産
力
構
成
要
素
の
開
項
一
、
マ
ル
ク
ス
の
労
働
過
程
の
三
要
因
二
、
「
自
然
地
理
的
条
件
」
に
つ
い
て
三
、
生
産
力
構
成
要
素
の
技
術
、
三
義
的
把
捉
に
対
す
る
批
判
四
、
ス
タ
ー
ー
リ
ン
に
よ
る
マ
ル
ク
ス
の
歪
曲
五
、
結
　
　
　
論
は
　
　
し
　
　
が
　
　
き
社
会
は
そ
の
発
展
の
諸
段
階
に
於
て
、
夫
々
異
な
る
生
産
様
式
を
持
つ
。
生
産
力
は
生
産
関
係
と
の
対
立
物
の
銃
】
と
し
て
存
在
し
、
か
生
産
力
の
概
念
に
つ
い
て
四
七
経
蛍
と
経
治
VE 
八ー
か
る
も
の
と
し
て
生
産
様
式
を
侍
戒
す
る
。
生
産
力
ば
生
産
様
式
の
一
の
モ
メ
ン
ト
で
あ
る
。
苦
々
経
済
学
の
研
究
に
た
づ
さ
わ
る
も
の
は
、
常
に
こ
の
本
質
的
な
問
題
に
立
帰
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
然
し
乍
ら
、
生
産
力
の
概
念
に
つ
い
て
も
、
種
々
の
論
議
が
行
わ
れ
て
、
必
ず
し
も
碓
回
た
る
概
念
規
定
は
な
い
。
筆
者
自
身
に
於
て
も
、
経
済
学
の
研
究
に
当
っ
て
、
こ
の
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
前
進
し
得
な
い
焦
燥
を
感
ず
る
。
こ
t
A
に
政
て
非
力
を
省
み
ず
、
生
産
力
の
概
念
に
つ
い
て
一
の
試
論
を
行
う
事
に
よ
り
、
前
進
え
の
足
掛
り
を
得
る
と
共
に
、
諸
党
学
の
御
批
判
を
仰
ぎ
、
自
ら
の
反
省
の
資
と
し
皮
い
。
生
産
力
の
博
成
要
素
r
つ
い
て
は
、
旦
っ
て
吾
国
学
界
で
は
三
要
素
説
が
支
配
的
で
あ
っ
た
が
、
労
働
対
象
の
除
去
と
い
う
形
に
於
て
}
一
要
素
説
が
行
は
れ
た
。
然
し
乍
ら
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
新
規
定
が
生
れ
る
に
及
ん
・
で
、
之
の
賛
否
に
関
し
て
新
た
な
論
争
を
発
生
せ
じ
め
た
。
筆
者
自
ら
の
結
論
は
ス
タ
ー
リ
ン
の
意
味
に
於
け
る
こ
要
素
説
に
基
本
的
に
は
賛
成
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
、
賛
成
説
を
と
る
立
場
の
人
々
、
豊
田
、
宮
川
、
遊
部
各
教
授
及
び
常
盤
氏
の
説
明
に
は
納
得
出
来
な
い
。
笹
川
儀
三
郎
氏
の
「
生
産
力
の
儲
戒
要
素
に
つ
い
て
」
の
論
稿
は
脱
稿
後
入
取
し
得
た
。
氏
も
ま
た
、
賛
成
説
を
明
確
に
説
明
し
て
お
ら
れ
る
が
、
之
に
対
し
て
も
同
様
の
こ
と
を
云
う
こ
と
が
出
来
る
。
寧
ろ
之
等
の
諸
説
に
関
聯
し
て
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
規
定
そ
の
も
の
に
、
非
マ
ル
ク
ス
主
義
的
側
面
が
見
出
さ
れ
る
が
故
に
、
そ
の
説
明
に
納
得
し
難
い
点
を
感
ず
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
即
ち
、
本
稿
は
ス
タ
ー
リ
ン
規
定
賛
戎
説
の
人
間
の
主
体
性
説
に
対
す
る
批
判
を
主
た
る
目
的
と
す
る
と
共
に
、
一
つ
の
新
し
い
立
場
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
二
早
生
産
力
の
一
概
念
の
問
題
一
、
生
産
力
概
念
理
解
の
為
の
前
提
生
産
力
な
る
用
語
に
就
て
は
、
生
産
力
・
生
産
諸
力
・
労
働
の
生
産
力
・
資
本
の
生
産
力
等
々
、
種
々
用
い
ら
れ
、
必
ず
し
も
概
念
が
明
確
で
な
い
場
合
が
あ
る
。
本
稿
に
於
て
は
、
問
題
の
所
在
、
所
説
を
明
ら
か
な
ら
し
め
る
為
、
原
光
雄
教
授
、
常
盤
政
治
氏
の
諸
論
稿
(
経
蛍
研
究
第
二
O
号
原
光
雄
「
生
産
力
の
概
念
」
・
経
済
評
論
一
九
五
五
年
九
月
号
、
常
盤
政
治
氏
「
史
的
唯
物
論
に
お
け
る
『
生
産
力
』
概
愈
の
分
析
視
角
に
つ
い
て
」
〉
の
批
判
の
形
式
を
採
る
事
を
了
解
し
て
裁
く
。
両
先
生
の
諸
論
が
、
ス
タ
ー
リ
ン
「
社
会
主
義
の
経
済
的
諸
問
題
」
の
「
生
産
力
』
概
念
に
凋
す
る
新
規
定
を
中
心
と
し
て
展
開
せ
ら
れ
て
い
る
が
故
に
、
本
論
稿
に
於
け
る
生
産
力
概
念
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
新
規
定
の
概
念
に
つ
い
て
の
分
析
、
批
判
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
他
の
意
味
に
於
て
用
い
ら
れ
て
い
る
生
産
力
概
念
に
対
す
る
批
判
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
生
産
力
概
念
の
筆
者
の
理
解
に
よ
る
立
場
に
立
つ
て
の
批
判
で
あ
り
、
又
そ
の
事
は
ス
タ
ー
リ
ン
の
生
産
力
の
概
念
を
原
則
的
に
は
、
自
ら
正
当
と
認
め
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
づ
所
論
を
明
白
に
す
る
為
に
、
基
礎
的
考
察
に
際
し
て
、
拙
稿
(
「
怪
営
と
経
済
」
第
六
四
号
「
社
会
的
分
業
と
技
術
的
分
業
」
)
よ
り
重
点
的
に
引
用
す
る
事
と
す
る
。
人
間
の
生
産
は
ご
つ
の
側
面
!
l社
会
的
生
産
力
と
人
々
の
生
産
関
係
!
lの
統
一
で
あ
る
社
会
的
生
産
と
し
て
の
み
行
わ
れ
る
。
こ
の
統
一
な
し
に
は
、
社
会
的
生
産
は
一
般
に
存
在
す
る
事
は
出
来
な
い
。
即
ち
、
「
社
会
主
義
制
度
で
あ
ろ
う
と
、
他
の
社
会
構
戒
体
で
あ
ろ
う
と
、
生
産
の
両
側
面
が
存
在
し
て
、
初
め
て
社
会
的
生
産
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
」
(
ス
タ
1
リ
シ
「
社
会
主
義
の
経
済
的
諸
問
題
」
)
従
っ
て
、
人
間
の
生
産
過
程
は
、
一
般
に
、
人
間
と
自
然
と
の
問
に
が
、
け
る
一
行
程
と
し
て
の
、
自
然
的
・
技
術
的
側
面
と
、
人
間
と
人
間
と
の
関
係
と
し
で
の
社
会
的
・
歴
史
的
側
面
と
の
統
一
、
と
し
て
把
握
せ
ら
れ
、
凡
ゆ
る
人
同
社
会
の
発
展
過
程
に
適
用
せ
ら
れ
る
。
即
ち
、
資
本
主
義
生
産
過
程
に
於
て
は
、
労
働
過
程
と
価
値
増
殖
過
程
と
の
統
一
と
し
て
把
握
せ
ら
れ
、
そ
し
て
、
労
働
過
程
は
社
会
的
生
産
力
的
側
面
で
あ
り
、
価
値
増
積
過
程
は
生
産
関
係
的
側
面
で
あ
る
。
従
っ
て
、
労
働
過
程
は
「
諸
々
の
使
用
価
値
、
或
い
は
財
の
生
産
は
、
そ
れ
が
資
本
家
の
為
に
、
且
つ
資
本
家
の
統
制
の
下
で
行
わ
れ
る
と
一
五
う
こ
と
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
一
般
的
本
性
を
変
じ
は
し
な
い
。
」
(
マ
ル
グ
ス
「
資
本
論
」
長
谷
部
訳
四
七
七
頁
)
と
し
て
も
、
即
ち
、
社
会
に
於
け
る
生
産
過
佳
よ
り
、
労
働
過
程
を
抽
象
し
て
考
察
す
る
と
し
て
も
、
資
本
主
義
社
会
に
於
て
は
、
価
値
形
戎
・
増
植
過
程
と
は
切
離
し
て
考
え
る
事
は
出
来
ず
、
社
会
的
・
歴
史
的
規
制
の
下
に
と
ら
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
、
商
品
の
ご
側
面
の
一
た
る
使
用
価
値
を
価
値
と
切
離
し
て
考
察
す
る
な
ら
ば
、
機
械
論
的
誤
り
に
附
る
如
く
、
即
ち
、
使
用
価
値
を
価
値
の
荷
ひ
手
と
し
て
、
商
品
に
内
在
す
る
矛
盾
の
一
側
面
と
七
て
把
握
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
よ
う
に
、
内
容
た
る
生
産
力
も
叉
、
形
式
た
る
生
産
関
係
と
切
離
し
て
考
察
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
五
日
々
は
生
産
力
を
主
要
な
る
分
析
の
対
象
と
す
る
場
合
で
も
、
生
産
関
係
的
視
角
を
忘
却
し
得
な
い
こ
と
は
当
然
の
こ
と
L
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
生
産
力
の
概
念
に
つ
い
て
四
九
経
営
と
経
済
玉:
O 
一
一
、
技
術
主
義
的
生
産
力
論
批
判
吾
々
は
、
星
野
芳
郎
氏
の
生
産
力
の
概
念
把
握
に
、
か
う
。「
生
産
力
と
は
一
つ
の
自
然
力
で
あ
る
人
間
と
、
自
然
と
の
間
の
物
質
代
謝
の
過
程
に
於
て
発
邸
さ
れ
る
力
で
あ
る
。
生
産
力
は
生
産
の
単
な
る
一
面
を
代
表
し
て
い
る
。
生
産
的
実
践
で
な
く
て
、
た
父
生
産
と
い
う
と
、
人
間
の
自
然
に
対
す
る
能
動
的
な
関
係
ば
か
り
で
な
く
、
人
間
と
人
間
の
社
会
的
関
係
を
合
ん
だ
概
念
だ
か
ら
で
あ
る
。
生
産
力
と
い
う
の
は
、
生
産
的
実
践
の
範
囲
内
に
お
い
て
戒
立
す
る
概
念
で
あ
り
、
そ
の
な
か
に
は
人
間
と
人
間
の
関
係
の
一
微
分
子
だ
に
も
合
ま
な
い
。
」
「
生
産
力
は
従
っ
て
、
労
働
力
・
労
働
手
段
・
労
働
対
象
の
な
か
に
そ
れ
ぞ
れ
合
ま
れ
、
蓄
積
さ
れ
て
民
り
、
こ
の
意
味
で
先
に
之
ら
を
生
産
諸
力
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。
生
産
諸
力
は
生
産
的
実
践
の
火
に
投
ぜ
ら
れ
る
や
否
や
、
総
体
と
し
て
労
働
の
生
産
力
を
実
現
す
る
。
従
っ
て
生
産
力
と
技
術
、
或
は
技
能
は
全
然
別
仰
の
概
念
で
あ
る
。
技
術
・
技
能
は
生
産
諸
力
の
な
か
に
統
一
さ
れ
、
含
ま
れ
て
お
り
、
生
産
力
の
実
現
に
際
し
本
来
の
意
味
に
於
て
現
わ
れ
る
。
技
術
・
技
能
は
目
的
に
よ
り
法
則
と
し
て
規
定
さ
れ
る
、
生
産
的
実
践
の
様
式
・
仕
方
の
み
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
的
な
も
の
は
何
等
そ
れ
に
合
ま
れ
て
い
な
い
o
プ
ハ
l
リ
ン
が
技
術
と
生
産
力
を
同
一
視
し
'
た
の
は
、
こ
の
区
別
を
見
誤
っ
た
の
で
あ
り
、
ま
た
技
術
を
労
働
手
段
の
体
系
と
す
る
人
々
も
、
こ
の
点
で
は
プ
ハ
l
リ
ン
と
同
じ
わ
だ
ち
を
踏
ん
で
い
る
わ
け
で
あ
る
。
」
(
星
野
芳
郎
「
技
術
論
ノ
1
ト
」
一
三
六
頁
〉
又
、
プ
ハ
I
リ
ン
は
生
産
力
を
次
の
如
く
説
明
す
る
。
「
自
然
と
社
会
と
の
問
の
関
係
は
、
一
方
で
は
産
出
さ
れ
た
有
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
帝
王
、
他
方
で
は
社
会
的
労
働
の
消
費
と
の
問
の
比
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
。
即
ち
、
社
会
的
労
働
の
生
産
性
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
。
し
か
し
社
会
的
労
働
の
消
究
は
既
に
見
た
通
り
、
生
産
手
段
中
に
保
存
さ
れ
て
い
る
労
働
と
、
『
生
き
た
』
労
働
、
即
ち
、
生
き
た
労
働
力
の
消
究
と
の
、
ご
つ
の
部
分
か
ら
戎
っ
て
い
る
。
労
働
生
産
性
の
大
さ
を
そ
の
物
質
的
要
素
の
立
場
か
ら
見
る
時
、
一
二
つ
の
大
さ
が
得
ら
れ
る
。
第
一
、
産
出
さ
れ
た
生
産
物
の
量
。
第
二
、
生
産
千
段
の
堂
。
第
三
、
労
働
者
、
即
ち
、
生
き
た
労
働
者
の
長
。
こ
の
三
つ
の
大
さ
は
凡
て
相
互
に
依
存
し
合
っ
て
い
る
。
実
際
生
産
千
段
が
ど
れ
機
械
主
義
的
、
技
術
主
義
的
な
例
を
見
る
事
が
出
来
る
、
先
づ
、
氏
の
説
明
を
問
だ
け
あ
り
、
労
働
者
が
ど
れ
だ
け
い
る
か
い
A
分
っ
て
お
れ
ば
、
一
定
の
労
働
時
間
内
に
ど
れ
だ
け
の
も
の
が
生
産
さ
れ
る
か
も
分
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
こ
の
こ
つ
の
大
さ
に
依
っ
て
、
ま
た
第
三
の
大
さ
|
i産
出
さ
れ
た
生
産
物
!
lも
決
定
さ
れ
る
o
こ
の
こ
つ
の
大
さ
が
一
緒
に
な
っ
て
、
五
日
々
が
社
会
の
物
質
的
生
産
力
と
名
づ
け
る
も
の
を
構
成
す
る
。
五
日
々
が
或
る
社
会
に
就
て
、
そ
の
社
会
が
如
何
な
る
生
産
手
段
と
、
ど
れ
だ
け
の
生
産
手
段
を
有
し
、
ど
れ
だ
け
の
労
働
者
と
如
何
な
る
労
働
者
と
を
有
し
て
い
る
か
を
知
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ま
た
、
社
会
的
労
働
の
生
産
性
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
こ
の
社
会
は
ど
の
判
何
度
に
自
然
を
支
配
し
て
い
る
か
、
こ
の
社
会
は
ど
こ
ま
で
自
然
を
服
従
さ
せ
て
い
る
か
も
分
っ
て
来
る
o
投
一
一
目
す
れ
ば
、
生
産
手
段
と
労
働
力
と
は
、
社
会
的
発
達
の
程
度
を
示
す
正
確
な
去
一
不
穏
で
あ
る
0
」
(
ブ
ハ
I
り
え
「
唯
物
史
観
，
広
島
定
吉
訳
一
九
O
瓦〉
以
上
、
長
々
と
引
用
さ
せ
て
裁
い
た
が
、
そ
れ
は
次
に
指
摘
す
る
点
を
除
い
て
は
、
星
野
教
授
の
概
念
規
定
に
賛
成
す
る
事
が
出
来
る
か
ら
で
あ
る
o
即
ち
、
「
技
術
・
技
能
は
生
産
諸
力
の
な
か
に
統
一
さ
れ
て
、
合
ま
れ
て
お
り
」
、
生
産
諸
力
(
経
済
時
十
教
科
書
に
於
け
る
「
生
涯
の
要
因
」
)
は
一
般
的
に
、
労
働
力
・
労
働
対
象
・
労
働
手
段
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
が
、
本
来
的
な
意
味
に
於
て
は
物
質
的
生
産
に
役
立
つ
も
の
は
凡
て
、
一
応
合
ま
れ
る
も
の
と
併
す
る
o
そ
の
限
り
に
於
て
、
人
間
の
労
働
の
濫
起
物
で
な
い
意
味
に
於
け
る
自
然
も
、
人
間
に
と
っ
て
は
可
能
的
実
在
と
し
て
の
生
産
諸
力
と
み
な
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
然
し
、
之
ら
生
産
諸
力
は
技
術
が
伺
別
的
に
含
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
笑
在
と
し
て
把
握
さ
れ
乍
ら
も
、
現
在
の
技
術
水
準
を
現
実
化
し
う
る
意
味
で
の
可
能
性
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
が
労
働
力
に
火
が
点
ぜ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
産
力
と
し
て
実
現
す
る
も
の
で
あ
り
、
技
術
・
及
び
生
産
力
は
か
L
る
怠
味
に
於
て
、
宍
践
的
概
念
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
従
っ
て
生
産
力
概
念
は
、
生
産
諸
力
の
労
働
力
に
よ
る
具
体
化
と
し
て
、
社
会
的
生
産
の
一
側
面
と
し
て
把
握
さ
れ
る。
「
技
術
・
技
能
は
目
的
に
よ
り
、
法
則
と
し
て
規
定
さ
れ
る
生
産
的
実
践
の
様
式
の
仕
方
の
み
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
的
な
も
の
は
何
ら
そ
れ
に
合
ま
れ
て
は
い
な
い
」
と
さ
れ
る
限
り
に
於
て
、
プ
ハ
1
リ
ン
批
判
は
正
し
い
と
判
断
す
る
が
、
プ
ハ
1
リ
ン
の
最
大
の
欠
陥
は
、
生
産
力
と
生
産
関
係
の
矛
盾
を
自
然
と
社
会
と
の
矛
盾
に
す
り
か
え
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
、
社
会
の
発
日
以
は
、
社
会
の
内
的
矛
尻
に
よ
っ
て
推
進
せ
ら
れ
、
自
然
と
社
会
と
の
矛
盾
は
、
社
会
内
的
矛
盾
に
転
化
し
て
初
め
て
、
社
会
発
展
に
m
M
響
を
及
ぼ
し
得
る
に
す
ぎ
な
い
。
即
ち
、
生
産
力
と
生
産
関
係
の
矛
貯
は
あ
く
ま
で
社
会
内
の
矛
盾
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o
従
生
産
力
の
概
念
に
つ
い
て
1i 
経
蛍
と
経
治
五
っ
て
生
産
力
は
社
会
的
生
産
力
を
意
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
又
逆
に
、
生
産
関
係
は
社
会
的
生
産
が
物
質
的
生
産
で
あ
る
限
り
、
そ
れ
は
生
産
的
実
践
と
し
て
は
生
産
力
を
荷
ひ
千
と
し
な
け
れ
ば
存
在
し
得
な
い
関
係
に
あ
る
の
で
あ
る
。
星
野
教
授
は
、
「
生
産
力
と
い
う
の
は
生
産
的
実
践
の
範
囲
内
に
於
て
成
立
す
る
概
念
で
あ
り
」
と
し
乍
ら
、
「
そ
の
中
に
は
人
間
と
人
間
の
関
係
の
一
微
分
子
だ
も
合
ま
な
い
。
」
と
一
五
は
れ
る
。
之
の
事
は
生
産
力
を
生
産
関
係
と
無
関
係
に
、
い
わ
ば
、
人
間
(
自
然
の
特
殊
な
産
物
〉
と
・
自
然
と
q即
白
的
な
関
係
に
於
て
把
握
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
生
産
諸
力
の
具
体
化
と
し
て
の
生
産
力
の
実
現
は
生
産
関
係
を
抜
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
ぬ
事
で
あ
る
。
即
ち
、
生
産
力
が
具
体
的
生
産
様
式
の
一
側
面
と
し
て
、
従
っ
て
人
間
は
凡
て
、
社
会
的
諸
関
係
に
於
て
し
か
生
産
し
得
な
い
事
を
想
起
す
る
限
り
、
生
産
力
を
即
自
的
観
点
か
ら
把
握
す
る
事
は
誤
り
で
あ
り
、
叉
生
産
力
を
か
1
ふ
る
も
の
と
考
え
る
限
り
、
生
産
力
と
生
産
関
係
の
矛
盾
は
、
社
会
の
内
在
的
矛
盾
で
は
な
く
、
自
然
と
社
会
と
の
矛
盾
と
し
て
把
握
す
る
外
な
い
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
生
産
力
概
念
は
社
会
的
生
産
力
と
し
て
把
握
す
べ
き
で
あ
り
、
即
自
的
な
意
味
に
が
、
て
生
産
力
概
念
を
用
う
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
単
に
技
術
学
的
な
抽
象
的
概
念
と
し
て
い
A
あ
り
、
具
体
的
社
会
に
そ
の
ま
x
で
は
存
在
し
得
な
い
も
の
と
し
て
把
握
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
だ
ろ
う
。
従
っ
て
、
星
野
教
授
は
プ
ハ
l
リ
ン
の
本
質
的
誤
り
を
克
服
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
ま
L
継
承
さ
れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。
然
し
乍
ら
、
社
会
内
的
矛
盾
と
し
て
の
生
産
力
と
生
産
関
係
と
を
、
プ
ハ
l
リ
ン
を
批
判
し
た
マ
ル
テ
イ
ノ
フ
の
如
く
把
握
す
る
な
ら
ば
、
宰
ろ
滑
稽
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ハ
デ
ボ
1
リ
ン
、
「
ブ
ハ
1
リ
ン
唯
物
史
観
批
判
」
、
マ
ル
チ
ノ
フ
「
社
会
の
可
動
的
均
衡
論
及
び
社
会
と
環
境
ιの
問
の
交
互
関
係
」
広
巳
定
吉
訳
〉
マ
ル
チ
ノ
フ
に
従
え
ば
、
プ
ハ
l
リ
ン
の
「
生
産
力
」
と
「
投
術
」
の
概
念
の
同
一
視
を
批
判
し
て
、
「
凡
て
か
く
の
如
き
誤
謬
は
ど
こ
か
ら
生
ず
る
か
?
そ
れ
は
生
産
力
の
概
念
の
有
す
る
こ
重
の
性
質
に
対
す
る
無
理
解
か
ら
、
即
ち
、
生
産
力
は
マ
ル
ク
ス
の
立
場
か
ら
は
、
物
質
的
生
産
力
で
あ
る
と
同
時
に
、
社
会
的
生
産
力
で
あ
る
と
云
う
専
を
珂
併
し
な
い
事
か
ら
起
る
。
」
そ
し
て
マ
ル
ク
ス
か
ら
「
資
本
の
組
成
は
二
重
の
意
味
に
鮮
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
価
値
の
方
面
か
ら
云
え
ば
、
そ
れ
は
不
変
資
本
即
ち
、
生
産
子
段
の
価
値
と
、
可
変
資
本
即
ち
、
労
倒
力
の
価
値
、
労
働
賃
銀
の
総
額
と
し
て
分
割
さ
れ
て
ゐ
る
比
率
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。
生
産
行
程
内
に
作
用
す
る
物
質
の
方
面
か
ら
い
え
ば
、
凡
ゆ
る
資
本
は
生
産
子
段
と
生
き
た
労
働
力
と
に
分
割
さ
れ
、
こ
の
組
織
は
一
方
で
は
使
用
さ
れ
る
生
産
手
段
の
萱
と
、
他
方
で
は
生
産
手
段
の
使
用
に
必
要
な
る
労
働
の
萱
と
の
問
の
比
率
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。
私
は
前
者
を
資
本
の
価
値
構
成
と
名
ず
け
、
後
者
を
資
本
の
技
術
的
構
成
と
名
ず
け
る
。
こ
の
こ
つ
の
組
戒
の
聞
に
は
密
接
な
交
正
関
係
が
、
あ
る
ο
こ
れ
を
い
ひ
去
す
為
に
、
私
は
資
本
の
価
値
総
成
が
、
そ
の
技
術
的
問
的
成
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
、
そ
の
変
化
を
反
映
す
る
限
り
そ
れ
を
資
本
の
有
機
的
椛
成
と
名
ず
け
る
。
」
と
引
加
し
、
マ
ル
ク
ス
は
生
産
力
を
も
二
重
の
怠
味
に
解
し
て
居
る
と
説
明
す
る
。
即
ち
、
彼
は
、
社
会
的
生
産
力
と
物
質
的
生
産
力
を
、
生
産
関
係
の
二
重
性
と
し
て
の
、
財
産
諸
関
係
と
、
労
働
技
術
的
生
産
諸
関
係
と
関
嚇
し
て
説
明
す
る
が
、
生
産
力
の
二
重
性
が
問
題
に
な
る
と
す
れ
ば
、
技
術
学
的
な
可
能
性
に
於
て
考
え
ら
れ
る
生
産
力
と
、
具
体
的
存
在
と
し
て
の
生
産
力
で
あ
っ
て
、
マ
ル
チ
ノ
フ
が
云
っ
た
如
き
生
産
力
で
は
あ
り
如
何
な
い
。
ま
し
て
そ
れ
は
、
資
本
の
有
機
的
構
成
の
二
重
性
と
は
何
ら
の
関
係
も
な
い
主
で
あ
り
、
生
産
関
係
の
}
一
主
性
に
五
つ
て
は
滑
穏
と
い
は
ざ
る
を
得
ま
い
。
生
産
関
係
の
ご
重
性
に
つ
い
て
は
、
社
会
的
分
栄
及
び
貯
働
組
織
の
生
産
力
的
側
面
を
生
産
関
係
と
誤
っ
て
併
し
た
も
の
と
い
う
事
が
出
来
る
。
何
故
な
れ
ば
、
人
間
労
働
力
の
合
理
的
配
分
は
、
労
働
力
が
生
産
力
の
重
要
な
要
凶
で
あ
る
限
り
、
生
産
力
の
発
展
と
し
て
把
握
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
生
産
力
概
念
と
生
産
諸
力
!
原
光
雄
教
授
の
所
説
に
関
聯
し
て
ス
タ
ー
リ
ン
は
よ
鉦
虫
、
王
義
の
経
済
的
諸
問
題
」
で
は
「
生
産
諸
関
係
は
生
産
諸
力
の
性
格
に
か
な
ら
ず
照
応
す
る
。
」
と
い
う
如
く
、
生
産
関
係
と
生
産
力
の
怠
味
に
於
て
後
数
形
を
用
い
て
い
γ
る
。
そ
れ
が
複
数
形
を
刷
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
生
産
力
の
構
戎
要
因
と
し
て
労
働
力
と
生
産
加
具
と
が
、
又
生
産
関
係
の
構
成
要
素
と
し
て
、
「
生
産
関
係
に
ふ
く
ま
れ
る
も
の
は
つ
ぎ
の
も
の
で
あ
る
。
的
生
産
手
段
の
所
有
ゆ
形
態
、
例
そ
れ
か
ら
で
て
く
る
、
い
ろ
い
ろ
ち
が
っ
た
社
会
集
団
の
生
産
上
の
地
位
と
、
そ
れ
ら
の
集
団
の
相
互
関
係
ー
的
生
産
手
段
の
所
有
と
人
び
と
の
生
産
上
の
地
位
と
に
よ
っ
て
き
ま
る
、
生
産
物
の
分
配
の
形
態
。
」
ハ
註
、
経
済
学
教
科
書
倍
補
改
訂
版
に
よ
っ
て
序
文
に
担
入
さ
れ
た
)
の
如
き
も
の
が
考
慮
さ
れ
た
か
ら
と
判
断
し
、
生
産
関
係
と
の
関
聯
に
於
て
加
い
ら
れ
た
生
産
諸
力
な
る
用
語
は
、
本
来
的
な
「
生
産
力
」
の
概
念
と
判
断
す
る
事
が
出
来
る
。
本
，
ね
に
於
て
は
先
に
把
握
し
た
生
産
力
と
生
産
諸
力
の
概
念
区
別
の
下
に
論
を
進
め
る
。
何
故
な
れ
ば
、
問
題
の
出
発
点
は
ス
タ
ー
リ
ン
の
生
産
力
概
念
の
新
規
定
で
あ
り
、
こ
れ
に
関
す
る
限
り
で
は
両
者
の
概
念
の
区
別
は
重
要
で
あ
り
、
教
科
吉
に
於
て
は
生
産
力
と
生
産
関
生
産
力
の
概
念
に
つ
い
て
五
経
営
と
経
済
係
な
る
用
認
を
用
い
て
、
生
産
諸
力
な
る
概
念
と
の
混
同
を
注
意
深
く
避
け
て
生
産
諸
力
に
相
等
す
る
内
容
を
「
生
産
の
要
素
」
で
支
は
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
生
産
力
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
原
光
堆
教
授
の
論
J
稲
あ
り
、
教
授
は
生
産
力
の
概
念
分
析
の
出
発
点
を
、
河
上
照
不
教
授
の
マ
ル
ク
ス
生
産
力
の
概
念
把
握
か
ら
出
発
さ
れ
る
。
(
河
上
由
主
「
マ
刀
、
グ
ス
、
主
義
の
哲
学
的
基
時
」
)
従
っ
て
、
本
稿
に
於
て
も
議
論
の
展
開
の
都
合
上
、
原
教
佼
の
立
凡
に
関
係
す
る
両
が
多
分
に
あ
る
の
で
、
引
一
周
さ
れ
た
河
上
教
授
の
所
論
を
倍
加
す
る
。
「
マ
ル
ク
ス
の
川
い
て
い
る
『
生
産
力
』
な
る
言
葉
に
は
、
臭
っ
た
こ
様
の
な
味
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
明
雌
に
区
別
す
る
こ
と
が
、
第
一
に
肝
一
史
で
あ
る
。
第
一
の
立
味
に
於
け
る
生
産
力
と
は
、
有
刷
物
ハ
財
・
官
)
の
生
産
に
役
立
つ
力
の
こ
と
で
あ
る
。
か
L
る
意
味
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
、
機
械
は
疑
ひ
も
な
く
一
つ
の
生
産
力
で
あ
る
0
・j
i
-
-
か
く
の
如
く
、
生
産
力
と
し
て
計
上
さ
る
べ
き
も
の
に
は
、
色
々
の
極
演
の
唱
の
が
あ
る
。
だ
か
ら
、
人
間
社
会
に
帰
属
し
て
い
る
冶
々
の
生
産
力
の
総
計
を
指
す
場
合
に
は
多
く
は
複
数
形
の
MMg含一
E
Z
E忠
g
ま
た
は
、
Hvg含
Z
S
S
E邸
内
件
。
な
る
文
字
、
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
私
が
第
二
の
意
味
の
生
産
力
と
い
う
の
は
労
働
の
生
産
力
と
い
う
場
合
の
そ
れ
で
あ
る
。
そ
れ
は
や
は
り
、
同
M
H
O
含
-nt'
i
S
H
あ
る
い
は
労
働
の
H
J
a
z
r
-
2
2
g
o開
g
ハ
生
産
能
力
〉
と
い
う
の
と
、
同
じ
立
味
で
あ
る
。
か
く
て
第
一
の
意
味
に
お
け
る
生
産
力
は
、
絶
対
的
な
大
き
さ
を
示
す
に
反
し
、
第
二
の
な
味
に
が
、
け
る
生
産
力
は
、
相
対
的
な
大
き
さ
!
i
一
つ
の
比
i
iを
示
す
。
」
原
教
授
は
之
に
対
し
て
、
「
た
し
か
に
.
マ
ル
ク
ス
の
生
産
力
概
念
は
、
こ
L
で
指
摘
さ
れ
た
よ
う
な
こ
内
規
に
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
の
怠
味
の
生
産
力
(
ま
た
は
生
産
諸
力
〉
は
生
産
関
係
と
対
置
し
て
用
い
ら
れ
る
ば
あ
い
の
そ
れ
で
あ
り
、
第
二
の
な
味
の
生
産
力
は
右
に
引
川
さ
れ
た
よ
う
な
立
味
で
の
『
労
働
の
生
産
力
』
で
あ
る
。
故
近
出
版
さ
れ
た
ソ
同
盟
科
学
院
経
済
学
研
究
所
発
行
『
経
済
学
教
科
書
』
で
は
、
こ
の
第
一
の
生
産
力
を
『
社
会
の
生
産
力
』
と
よ
び
、
第
二
の
生
産
力
を
一
労
仰
の
生
産
性
』
と
呼
ん
で
い
る
o
」
と
団
解
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
原
教
授
が
誤
っ
て
、
生
産
諸
力
と
生
産
力
と
を
混
同
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
河
上
教
授
が
「
有
用
物
の
生
産
に
役
立
つ
力
」
と
し
て
把
握
さ
れ
た
第
一
の
生
産
力
の
概
念
は
、
宍
は
生
産
諸
力
な
る
複
数
型
に
於
て
把
握
さ
る
べ
き
可
能
性
と
し
て
の
力
の
事
な
の
で
あ
り
、
之
に
反
し
て
、
生
産
力
は
生
産
的
実
践
に
関
す
る
'
概
念
で
あ
る
。
生
産
力
は
生
産
関
係
抜
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
五
四
な
い
が
、
生
産
出
向
力
そ
の
も
の
と
し
て
は
、
生
産
関
係
と
は
何
ら
関
係
の
な
い
技
術
学
的
概
念
に
す
ぎ
な
い
。
生
産
力
の
侍
戒
要
因
の
一
つ
を
生
産
力
な
る
川
両
で
呼
ぶ
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
(
教
科
書
初
版
五
ゴ
一
頁
「
奴
殺
と
い
う
、
こ
の
柱
会
の
基
本
的
生
産
力
。
」
五
五
頁
「
主
要
な
生
産
力
で
あ
る
勤
労
大
泉
」
六
三
司
「
生
産
九
で
あ
る
労
倒
九
」
手
ユ
唯
物
史
観
の
基
本
概
念
た
る
生
産
力
な
る
概
念
は
、
決
し
て
生
産
諸
力
と
同
一
視
さ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
え
生
産
諸
力
は
生
産
関
係
と
対
比
さ
る
べ
き
性
格
の
も
の
で
は
な
い
。
又
第
二
の
生
産
力
は
労
働
の
生
産
力
日
労
働
生
産
性
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
限
り
で
は
一
先
々
が
問
題
と
す
る
生
産
力
の
概
念
は
そ
の
何
れ
で
も
な
い
。
こ
の
場
合
概
念
と
し
て
問
題
と
さ
る
べ
き
生
産
力
が
、
生
産
諸
力
又
は
労
働
生
産
性
と
す
り
か
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
と
こ
ろ
で
原
教
授
は
、
生
産
力
の
こ
様
の
立
味
に
つ
い
て
は
河
上
教
授
に
同
意
さ
れ
る
が
、
教
授
自
身
は
第
二
の
生
産
力
の
構
成
要
素
に
つ
い
て
如
何
に
考
え
ら
れ
る
か
。
「
第
二
の
立
味
で
の
生
産
力
の
目
的
戒
要
素
が
ど
ん
な
も
の
か
に
つ
い
て
は
『
資
本
論
』
の
な
か
の
記
述
が
手
が
か
り
を
あ
た
え
て
く
れ
る
。
」
と
し
、
}
一
、
三
例
示
さ
れ
る
。
即
ち
、
二
商
品
の
生
、
産
に
必
a
些
と
さ
れ
る
労
働
時
間
は
、
労
働
の
生
産
力
の
あ
ら
ゆ
る
変
動
に
つ
れ
て
変
動
す
る
。
労
働
の
生
産
力
ハ
U
S
F
。
含
z
z
r
g片
品
2
K
F
H
r
o
w
)
は
多
様
な
諸
事
情
に
よ
っ
て
、
な
か
ん
づ
く
、
労
働
者
の
熟
練
の
平
均
度
、
科
学
お
よ
び
そ
の
技
術
学
的
応
加
可
能
性
の
発
展
段
階
、
生
産
過
限
の
社
会
的
結
合
、
生
産
手
段
の
範
囲
お
よ
び
作
用
能
力
、
な
ど
に
よ
っ
て
、
ま
た
自
然
的
諸
事
情
(
Z巳ロ
2
2
E
F三
目
的
。
)
に
よ
っ
て
、
規
定
さ
れ
る
。
」
(
「
資
本
論
」
第
一
部
上
、
二
二
頁
〉
「
社
会
的
生
産
の
容
態
が
ど
の
程
度
に
発
展
し
て
い
る
か
は
別
と
し
て
、
労
働
の
生
産
性
(
E
o
p
a
c
r
z
i
s
ι
2
K
F
H
r
E
3
は
、
や
は
り
自
然
的
諸
条
件
(
Z旦
C
H
F
包
吉
m
g
m
ぬ
る
に
し
ば
り
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
白
然
的
諸
条
件
は
、
す
べ
て
、
入
居
等
の
よ
う
な
人
間
そ
の
も
の
の
自
然
と
、
人
間
を
と
り
ま
く
自
然
と
に
還
元
さ
れ
う
る
。
外
的
な
自
然
条
件
は
、
経
済
学
的
に
は
、
生
活
手
段
の
自
然
的
豊
筒
、
つ
ま
り
土
地
の
豊
能
性
、
魚
細
川
の
多
い
河
海
な
ど
、
お
よ
び
、
さ
か
ん
な
落
流
、
航
行
で
き
る
河
川
・
木
材
・
金
属
・
石
炭
、
な
ど
の
よ
う
な
労
働
千
段
の
自
然
的
豊
富
と
い
う
、
二
大
部
規
に
わ
か
た
れ
る
。
文
化
の
初
期
に
は
第
一
の
種
類
の
自
然
的
豊
宮
が
決
定
的
で
あ
り
、
よ
り
た
か
い
発
展
段
併
に
達
す
れ
ば
、
第
二
の
極
演
の
そ
れ
が
決
定
的
で
あ
る
。
」
(
同
右
、
第
一
割
下
八
O
九
頁
)
「
労
仰
の
生
産
力
の
発
展
の
泌
を
た
ど
れ
ば
、
そ
れ
は
結
局
は
つ
ね
に
、
前
勤
さ
せ
ら
れ
る
労
働
の
社
会
的
性
格
で
あ
り
、
社
会
の
内
の
分
業
で
あ
り
、
精
神
的
労
働
こ
と
に
自
然
科
学
の
発
展
で
あ
る
。
」
(
同
右
第
三
部
、
上
一
四
五
頁
)
等
" 
生
産
力
の
概
念
に
つ
い
て
五
五
経
蛍
と
経
詰
五
六
.' 
処
で
、
原
教
授
は
第
一
の
生
産
力
の
諸
要
素
と
第
二
の
生
産
力
の
諸
要
素
な
る
も
の
を
問
題
と
さ
れ
、
河
上
教
授
を
引
用
し
て
両
者
の
関
係
を
考
察
さ
れ
る
。
「
:
:
:
生
産
諸
力
を
構
成
す
る
諸
要
素
と
労
働
の
生
産
力
を
規
定
す
る
諸
条
件
と
は
、
同
一
物
た
る
を
得
な
い
。
例
え
ば
、
『
外
界
の
自
然
的
諸
条
件
l
i生
活
資
料
に
関
す
る
自
然
的
な
旬
、
即
ち
、
土
地
の
豊
箆
性
・
魚
類
に
広
め
る
河
海
等
々
と
労
働
手
段
に
関
す
る
自
然
的
な
ん
品
、
例
え
ば
、
活
力
に
広
め
る
水
落
、
航
行
さ
れ
う
る
河
海
・
.
木
材
・
金
属
・
石
茨
等
々
』
は
労
働
の
生
産
力
を
規
定
す
る
条
件
の
一
っ
た
る
に
相
同
誌
な
い
が
、
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
も
の
は
、
人
間
に
よ
っ
て
占
有
さ
れ
る
以
前
は
未
だ
生
産
諸
力
の
構
成
分
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
」
(
河
上
竪
)
に
対
し
て
教
授
は
生
産
力
の
二
様
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
河
上
記
生
に
同
意
さ
れ
る
が
、
両
者
の
関
聯
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
そ
の
説
に
に
対
し
て
、
賛
成
さ
れ
る
訳
で
は
な
い
が
、
「
自
然
的
諸
条
件
も
、
吋
人
間
に
よ
っ
て
占
有
さ
れ
る
以
前
に
は
L
、
労
働
の
生
産
性
を
規
定
す
る
可
能
的
条
件
た
る
に
と
Y
ま
っ
て
お
り
、
現
実
的
諸
条
件
と
は
な
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
が
現
実
的
諸
条
件
に
転
化
す
る
や
否
や
」
、
そ
れ
ら
は
同
時
に
ま
た
第
一
の
生
産
力
の
諸
要
素
に
も
転
化
す
る
。
つ
ま
り
、
現
実
的
な
生
産
過
程
に
清
目
す
る
限
り
、
第
三
の
生
産
力
の
諸
要
素
は
、
同
時
に
ま
た
第
一
生
産
力
の
諸
要
素
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
ら
ば
逆
に
、
第
一
の
生
産
力
の
諸
要
素
は
す
べ
て
同
時
に
第
二
の
生
産
力
の
諸
要
素
か
と
い
う
と
、
逆
は
必
ず
し
も
真
な
ら
ず
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
、
両
者
を
区
別
す
る
も
の
は
何
か
と
一
五
う
問
題
に
つ
い
て
は
殆
ん
ど
明
械
に
さ
れ
る
処
は
な
い
と
息
わ
れ
る
。
た
N
A
労
働
時
間
の
延
長
に
よ
る
自
然
に
対
す
る
力
の
総
量
の
増
加
は
生
産
力
の
増
進
で
は
な
く
て
一
労
働
単
位
当
り
生
産
物
分
量
が
問
題
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
一
五
う
よ
う
な
去
現
が
行
は
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
、
本
来
両
者
が
生
産
力
の
ご
つ
の
も
の
と
し
て
併
列
的
に
論
ぜ
ら
れ
得
る
問
題
で
は
な
い
か
ら
で
あ
り
、
労
働
の
生
産
性
(
力
)
な
る
刷
誌
は
、
単
位
労
働
当
り
生
産
物
量
の
比
較
に
於
て
、
技
術
的
な
意
味
と
か
、
生
産
力
の
発
展
の
一
般
的
な
表
現
で
川
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
五
日
々
が
問
題
と
し
て
い
る
生
産
力
概
念
と
は
具
る
。
そ
れ
は
場
合
に
よ
っ
て
は
労
働
生
産
性
の
発
展
を
総
体
的
に
、
一
般
的
な
意
味
に
お
け
る
生
産
力
の
発
展
と
去
現
さ
れ
て
も
主
支
え
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。
又
、
第
二
の
生
産
力
の
椛
戎
要
素
に
対
す
る
「
資
本
論
」
の
引
加
は
何
ら
第
二
の
生
産
力
の
府
吹
一
要
采
を
説
明
し
た
も
の
で
は
な
い
。
単
に
前
述
の
意
味
に
於
け
る
技
術
的
な
労
働
生
産
性
の
把
握
、
又
そ
れ
に
関
係
あ
る
自
然
的
諸
条
件
!
人
間
そ
の
も
の
の
自
然
と
人
間
を
左
り
ま
く
自
然
i
を
説
明
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
教
授
は
第
一
の
生
産
力
の
諸
要
索
と
し
て
、
川
上
教
授
と
小
高
良
雄
氏
の
把
お
を
例
示
さ
れ
る
が
、
ム
ヘ
体
原
教
授
の
考
え
を
示
し
て
い
る
シ
」
間
山
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
理
解
の
為
に
、
小
高
氏
の
例
を
引
用
し
よ
う
。
小
高
良
雄
氏
(
「
唯
物
論
研
究
」
一
九
三
二
年
第
二
号
四
O
頁
)
「
一
、
社
会
力
と
し
て
の
労
働
力
「
労
働
の
熟
練
、
労
働
の
組
織
、
編
成
」
i
「
社
会
内
部
に
お
け
る
分
業
」
、
協
栄
、
そ
の
他
「
生
産
過
程
の
社
会
的
結
合
」
二
、
社
会
力
と
し
て
の
自
然
「
節
約
の
た
め
に
社
会
的
に
統
制
さ
れ
、
人
間
の
子
の
労
作
に
よ
っ
て
大
規
模
に
占
有
ま
た
は
馴
致
」
よ
っ
て
溢
過
さ
れ
た
自
然
物
材
、
等
。
一
二
、
物
質
的
お
よ
び
精
神
的
生
産
物
「
社
会
力
と
し
て
の
自
然
」
の
う
ち
の
日
・
然
物
材
は
、
こ
の
項
目
の
も
と
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
を
適
当
と
す
る
か
も
知
れ
ぬ
。
他
、
労
働
手
段
等
々
自
然
科
学
、
そ
れ
の
応
用
。
」
又
教
授
は
説
明
の
都
合
上
、
次
の
五
つ
の
生
産
力
の
概
念
を
詳
述
さ
れ
る
。
そ
の
大
要
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
ω
最
広
義
の
生
産
力
の
概
念
ス
タ
ー
リ
ン
そ
の
他
に
よ
っ
て
一
般
的
に
迎
解
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
「
生
産
力
は
生
産
様
式
か
ら
生
産
関
係
を
捨
象
し
た
も
の
」
で
あ
っ
て
、
「
生
産
関
係
を
反
映
し
て
い
る
の
で
、
力
と
い
う
接
尾
語
か
ら
連
想
さ
れ
る
よ
う
な
能
力
的
な
も
の
だ
け
を
内
包
し
て
い
る
の
で
は
な
い
む
だ
か
ら
、
こ
の
意
味
で
の
生
産
力
の
諸
要
采
が
、
人
間
労
働
と
労
働
千
段
ば
か
り
で
な
く
、
労
働
対
象
を
ふ
く
む
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。
」
然
し
、
之
を
「
生
産
力
と
呼
ぶ
の
は
不
適
当
で
あ
る
。
」
と
説
明
さ
れ
乍
ら
も
、
「
筆
者
が
先
に
発
表
し
た
論
稿
『
技
術
の
概
念
七
の
な
か
で
論
じ
た
生
産
力
概
念
は
、
主
と
し
て
こ
の
最
広
義
の
も
の
で
あ
っ
た
。
」
と
さ
れ
、
こ
の
矛
盾
し
た
表
現
は
筆
者
の
理
解
に
苦
し
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ω
社
会
の
生
産
能
力
を
芯
味
す
る
場
合
ー
そ
の
一
「
前
誌
の
マ
ル
ク
ス
の
『
第
一
の
生
産
力
』
概
念
に
相
当
す
る
も
の
で
、
社
会
の
生
産
能
力
を
現
す
場
合
で
あ
る
。
'
一
さ
れ
た
自
然
力
、
人
間
労
働
に
そ
の
と
さ
れ
、
「
生
産
高
生
産
、ブコ
の
概
~ 
“泊、
ザつ
L 、
て
五
七
経
営
と
経
済
五
八
又
は
生
産
量
の
形
で
数
量
的
に
表
現
出
来
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
し
、
「
社
会
の
生
産
力
の
権
戒
要
素
」
は
、
(
i
)
生
産
に
利
則
さ
れ
る
労
働
対
象
、
原
料
お
よ
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
諸
条
件
。
(
H
U
)
笠
働
者
に
関
す
る
諸
条
件
。
(
…
m
〉
技
術
。
と
さ
れ
、
こ
れ
を
更
に
自
然
科
学
的
に
決
く
「
物
質
的
担
体
」
の
側
面
か
ら
「
労
働
対
象
」
「
労
働
者
」
「
労
働
手
段
」
の
三
つ
を
生
産
力
要
素
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
さ
れ
る
。
之
れ
は
明
ら
か
に
再
々
の
把
握
す
る
「
生
産
諸
力
」
の
概
念
に
近
い
事
が
理
解
さ
れ
る
が
、
之
を
以
て
、
マ
ル
ク
ス
の
「
生
産
力
」
概
念
と
し
て
犯
握
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
苦
々
は
之
れ
を
後
述
す
る
如
く
、
広
義
の
生
産
力
を
侍
戒
す
る
生
産
諸
力
と
し
て
把
握
す
る
。
ω
労
働
生
産
性
を
意
味
す
る
場
合
ω
社
会
の
生
産
能
力
を
意
味
す
る
場
合
ー
そ
の
こ
生
産
力
を
ωと
同
様
社
会
の
生
産
能
力
と
解
す
る
が
、
ωが
生
産
能
力
を
規
定
づ
け
る
諸
要
因
の
中
、
能
動
的
要
素
と
、
受
動
的
H
容
体
的
要
素
を
合
め
た
の
に
対
し
て
、
こ
L
で
は
教
授
の
独
自
の
労
働
手
段
を
意
味
し
、
広
義
の
労
働
千
段
と
し
て
次
の
五
つ
を
列
記
さ
れ
る
。
(
略
記
〉
ハ
a
)
道
具
や
機
械
の
よ
う
な
機
械
的
労
働
千
段
(
マ
ル
グ
ス
の
生
産
の
筋
骨
系
統
〉
(
b
〉
化
学
反
応
装
置
・
:
等
、
装
置
と
呼
ば
れ
る
労
働
手
段
(
マ
ル
グ
ス
の
生
産
の
脈
管
系
統
)
(
C
)
原
料
の
部
煩
に
入
る
労
働
千
段
(
苦
干
の
も
の
)
(
d
〉
土
地
、
建
物
等
施
設
的
労
働
千
段
(
マ
ル
グ
ス
の
生
産
の
対
象
的
諸
条
件
)
ハ
e
)
労
働
対
象
兼
労
働
千
段
と
い
う
性
格
を
も
つ
も
の
ハ
作
物
、
家
畜
)
ω
最
狭
義
の
生
産
力
の
概
念
l
ス
タ
ー
リ
ン
の
新
規
定
以
上
、
教
認
は
生
産
力
の
概
念
と
し
て
は
ωの
立
場
を
と
ら
れ
る
が
、
物
的
担
体
と
し
て
は
三
要
素
説
も
是
認
さ
れ
、
又
或
場
合
に
は
ω
の
立
場
に
も
解
釈
さ
れ
、
え
河
上
限
市
教
授
の
第
三
の
生
産
力
の
概
念
を
認
め
ら
れ
る
限
り
に
於
て
は
、
ωの
立
場
も
許
容
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
結
局
仰
の
ス
タ
ー
リ
ン
の
規
定
の
み
は
「
論
拠
不
明
で
批
判
に
く
る
し
ま
れ
る
」
が
、
目
下
の
処
反
対
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
い
は
ば
教
授
の
方
法
は
生
産
力
概
念
を
未
整
理
の
ま
L
、
即
ち
、
生
産
力
、
生
産
諸
力
、
労
働
生
産
性
等
の
概
念
を
、
本
来
並
列
的
に
比
較
す
べ
き
概
念
で
な
い
も
の
を
並
列
化
せ
ら
れ
、
常
識
的
に
広
い
狭
い
と
い
う
尺
度
応
よ
っ
て
批
判
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
、
生
産
力
概
念
は
如
何
に
把
握
さ
る
べ
き
か
と
い
う
本
質
的
理
併
の
欠
如
か
ら
、
用
語
上
の
混
加
が
そ
の
ま
L
教
授
自
身
の
理
論
上
の
混
乱
と
な
っ
て
反
映
さ
れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。
然
し
乍
ら
、
教
授
は
本
質
的
に
は
生
産
力
概
念
を
生
産
諸
力
と
し
て
判
断
さ
れ
て
い
る
も
の
と
理
解
出
来
る
。
苦
々
が
問
題
と
し
て
い
る
生
産
力
既
念
は
、
唯
物
史
観
の
基
本
的
概
念
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
り
、
問
題
の
出
発
点
は
ス
タ
ー
リ
ン
新
規
定
の
、
上
記
の
内
容
規
定
の
上
に
把
握
さ
れ
よ
う
と
す
る
概
念
で
あ
っ
て
、
無
規
定
的
な
そ
れ
で
は
な
い
。
又
、
五
日
々
が
問
題
と
す
る
の
は
言
葉
の
夫
現
の
問
題
で
は
な
い
。
表
現
の
困
難
さ
の
為
に
種
々
の
言
葉
が
色
々
な
意
味
に
周
ひ
ら
れ
て
い
る
か
ら
と
云
っ
て
、
そ
れ
を
考
証
学
的
に
つ
ミ
く
こ
と
で
も
な
い
。
五
日
々
は
一
一
一
」
口
業
の
表
現
の
図
雑
さ
を
乗
越
え
て
、
何
を
問
題
と
し
て
こ
の
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
か
と
云
う
事
を
、
本
質
的
に
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
試
み
に
経
済
学
教
科
書
を
と
つ
で
み
て
も
、
表
現
の
困
難
さ
の
出
に
、
厳
密
に
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
「
労
働
の
生
産
性
は
:
:
:
単
位
労
働
時
間
内
に
つ
く
り
だ
さ
れ
る
生
産
物
の
主
に
よ
っ
て
き
ま
る
c
」
(
二
九
五
)
「
手
工
業
者
の
労
働
生
産
性
は
高
ま
っ
た
。
」
(
七
六
一
良
)
「
紡
結
の
労
働
生
産
性
」
等
々
、
似
別
具
体
的
に
労
働
金
と
生
産
物
宝
と
の
比
較
に
於
て
用
い
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
一
般
的
社
会
的
表
現
と
し
て
、
「
社
会
の
生
産
力
は
発
展
す
る
。
」
(
一
三
四
頁
)
「
生
産
力
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
」
ハ
一
三
二
頁
)
、
「
生
産
力
の
水
準
」
ハ
一
O
一
瓦
)
等
々
加
い
ら
れ
る
が
、
又
た
と
え
「
協
会
は
労
働
の
新
し
い
社
会
的
生
産
力
」
ハ
一
回
O
瓦
〉
「
社
会
的
労
働
の
生
産
力
」
(
一
五
三
頁
)
等
の
凶
認
が
使
附
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
一
言
葉
の
去
現
の
問
題
に
す
ぎ
な
い
。
即
ち
、
教
科
書
に
於
て
も
生
産
力
な
る
川
話
が
随
所
に
無
規
定
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
一
一
一
口
実
の
去
現
の
問
題
の
み
に
よ
っ
て
、
概
念
と
し
て
の
生
産
力
を
云
々
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
れ
が
ど
う
い
う
意
味
に
於
て
別
い
ら
れ
て
い
る
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
内
容
の
把
握
は
相
兵
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
η
窓
味
に
於
て
、
マ
ル
ク
ス
の
仰
々
の
夫
現
に
こ
だ
わ
る
考
証
学
的
な
必
要
は
必
ず
じ
も
な
い
。
，
以
下
論
述
の
関
係
上
、
教
授
が
ωを
広
義
の
生
産
力
の
概
念
と
認
め
、
ωを
狭
義
の
生
産
力
の
間
的
成
要
宗
と
し
て
把
握
さ
れ
る
も
の
と
理
生
産
力
の
概
念
に
つ
い
て
五
ブL
経
営
と
経
済
六
O
解
す
る
。
投
一
一
一
目
す
れ
ば
、
生
産
諸
力
の
中
、
生
産
力
の
構
戒
要
素
と
し
て
把
握
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
は
何
か
と
い
う
問
題
に
帰
一
す
る
。
か
く
て
初
め
て
広
義
の
生
産
力
の
概
念
と
狭
義
の
生
産
力
の
概
念
規
定
が
必
要
と
な
る
。
又
そ
れ
は
問
題
を
同
一
平
面
上
に
泣
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
広
狭
の
問
題
と
し
て
把
握
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。
広
義
の
生
産
力
概
念
は
、
生
産
に
役
立
つ
も
の
主
し
て
生
産
諸
カ
が
労
働
の
火
が
点
ぜ
ら
れ
た
場
合
に
発
却
す
る
能
力
と
し
て
把
握
せ
ら
れ
、
従
っ
て
そ
の
構
戒
要
素
は
生
産
に
関
係
す
る
凡
て
の
も
の
が
合
ま
れ
る
。
そ
の
限
り
で
は
労
働
被
過
物
で
あ
る
か
否
か
は
問
題
に
な
ら
な
い
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
現
在
の
技
術
水
準
で
も
っ
て
生
産
に
利
用
さ
れ
得
る
「
人
間
労
働
の
未
溢
過
物
」
で
あ
っ
て
も
差
支
え
な
い
。
従
っ
て
又
、
自
然
的
条
件
が
合
ま
れ
る
か
否
か
も
問
題
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
か
‘
ふ
る
広
義
の
生
産
力
概
念
か
ら
、
狭
義
の
生
産
力
概
念
を
規
定
す
る
為
に
は
次
の
事
は
重
大
な
分
析
視
角
と
し
て
忘
却
さ
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
即
ち
、
狭
義
の
生
産
力
概
念
は
秀
れ
て
抽
象
化
せ
ら
れ
た
社
会
科
学
的
概
念
と
し
て
把
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
で
あ
る
。
又
広
義
の
生
産
力
概
念
と
狭
義
の
生
産
力
概
念
と
は
、
応
出
産
力
を
如
何
な
る
意
味
に
於
て
考
祭
の
対
象
と
さ
れ
る
の
か
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
産
力
の
侍
成
要
素
の
内
容
も
相
臭
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
生
産
力
の
無
規
定
的
な
把
握
は
概
念
の
混
誌
を
生
ず
る
丈
で
あ
る
。
か
L
る
意
味
に
於
て
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
所
詔
新
規
定
な
る
も
の
は
、
決
義
の
生
産
力
概
念
で
あ
る
事
は
明
ら
か
で
あ
り
、
且
つ
、
彼
が
何
故
に
狭
義
の
概
念
に
於
て
規
定
し
た
の
か
、
従
っ
て
又
、
社
会
科
学
と
し
て
の
経
済
学
に
於
て
把
握
さ
れ
る
生
産
力
概
念
は
狭
義
の
そ
れ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
の
問
題
に
要
約
さ
れ
る
。
四
ス
タ
1
Y
ン
に
於
け
る
新
規
定
'
の
意
味
「
経
済
学
は
社
会
科
学
の
一
つ
で
お
る
0
・
経
済
学
は
財
貨
が
、
人
間
社
会
の
い
ろ
い
ろ
の
ち
が
っ
た
発
展
段
階
で
社
会
的
に
生
産
さ
れ
、
分
配
さ
れ
る
法
則
を
研
究
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
と
経
済
学
教
科
書
の
冒
頭
ぬ
記
さ
れ
、
「
生
産
に
は
、
技
術
的
側
面
と
社
会
的
側
面
と
が
あ
る
。
生
産
の
技
術
的
な
側
面
を
研
究
す
る
の
は
、
物
理
学
、
化
学
、
冶
金
学
、
機
械
工
学
・
農
学
な
ど
の
自
然
科
学
と
技
術
関
係
の
科
学
で
あ
る
。
経
済
学
は
生
産
の
社
会
的
な
側
面
を
研
究
す
る
ο
そ
れ
は
人
と
人
と
の
社
会
的
な
生
産
関
係
、
即
ち
、
経
済
関
係
(
「
の
発
展
」
十
頁
)
を
研
究
す
る
の
で
あ
る
。
レ
l
一
一
ン
は
こ
う
書
い
て
い
る
っ
経
済
学
が
研
究
す
る
の
は
、
決
し
て
、
生
産
で
は
な
く
て
、
生
産
の
商
で
の
人
と
人
と
の
社
会
関
係
、
生
産
の
社
会
制
度
で
あ
る
。
』
」
(
七
頁
〉
「
生
産
関
係
は
生
産
力
と
た
が
い
に
は
た
ら
き
か
け
あ
っ
て
い
る
が
、
経
済
学
は
そ
の
よ
う
な
生
産
関
係
を
研
究
す
る
。
生
産
力
と
生
産
関
係
は
統
一
さ
れ
て
生
産
方
法
(
様
式
)
を
か
た
ち
づ
く
る
c
」
(
八
百
九
)
と
説
明
さ
れ
て
あ
る
。
「
経
済
学
教
科
書
」
に
つ
い
て
豊
田
問
郎
教
授
は
、
「
序
論
は
な
に
よ
り
も
ま
づ
、
経
済
学
が
と
り
あ
っ
か
う
べ
き
研
究
対
象
を
『
生
産
関
係
』
で
あ
る
と
、
は
っ
き
り
規
定
し
て
い
る
。
然
し
乍
ら
、
経
済
学
は
生
産
関
係
を
研
究
対
象
と
す
る
と
い
っ
て
も
、
生
産
力
か
ら
切
り
は
な
し
て
、
そ
う
す
る
の
で
は
な
く
、
生
産
力
と
の
相
互
作
用
に
お
い
て
そ
う
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
方
法
の
問
題
で
あ
っ
て
、
対
象
の
問
題
で
は
な
い
。
私
は
か
つ
て
経
済
学
の
対
象
が
生
産
関
係
で
あ
る
と
云
う
点
を
強
調
す
る
余
り
、
対
象
と
方
法
を
切
り
は
な
し
乍
ら
、
論
争
ぬ
参
加
し
た
の
で
、
そ
の
点
あ
ら
た
め
て
こ
の
序
論
に
学
ん
で
反
省
し
た
い
と
お
も
う
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
(
経
済
評
論
一
九
五
五
年
六
月
号
)
か
く
て
経
済
学
の
対
象
と
し
て
考
察
さ
れ
得
る
生
産
力
の
概
念
は
・
自
ら
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。
又
「
生
産
力
は
決
し
て
『
純
技
術
的
』
範
時
で
は
な
く
、
社
会
的
な
範
時
で
あ
る
の
と
同
様
、
生
産
関
係
も
、
そ
の
『
社
会
的
形
態
』
も
、
こ
の
形
態
の
う
ち
に
行
わ
れ
る
、
物
質
的
日
技
術
的
返
程
か
ら
決
し
て
分
離
し
て
居
る
も
の
で
は
な
い
。
ハ
観
念
論
者
が
考
え
る
よ
う
に
)
0
他
方
で
は
こ
の
質
的
生
産
関
係
は
、
機
械
論
者
が
考
え
る
よ
う
に
、
生
産
の
技
術
的
組
織
、
お
よ
び
人
間
の
配
置
に
還
元
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
0
マ
ル
ク
ス
主
定
技
術
的
混
程
と
経
済
的
混
在
と
の
、
生
産
関
係
主
連
力
と
の
弁
託
法
的
統
一
の
見
地
に
立
ち
、
両
者
の
同
一
性
を
認
め
る
と
共
に
、
そ
の
区
別
を
も
指
摘
す
る
。
」
そ
ご
l
チ
ン
、
ラ
ズ
ウ
モ
ウ
ス
キ
1
監
修
「
史
的
唯
物
論
」
広
・
長
、
直
井
訳
一
一
六
頁
〉
従
っ
て
、
経
済
学
教
科
書
に
夫
現
せ
ら
れ
て
い
る
生
産
力
も
か
斗
る
意
味
に
於
て
把
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
然
し
乍
ら
、
「
生
産
に
は
技
術
的
な
側
面
と
社
会
的
な
側
面
と
が
あ
る
。
生
産
の
技
術
的
側
面
を
研
究
す
る
の
は
、
物
川
崎
学
、
化
学
、
冶
金
学
、
機
械
工
学
、
農
学
な
ど
の
自
然
科
学
と
技
術
的
関
係
の
科
学
で
あ
る
。
」
と
一
五
う
文
平
は
注
立
し
て
読
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
だ
ろ
う
。
こ
L
に
い
う
「
!
l
a等
の
自
然
科
学
」
と
「
技
術
的
関
係
の
科
学
」
と
わ
け
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
両
者
が
決
し
て
同
世
さ
る
べ
き
性
格
の
も
の
で
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
即
ち
、
前
者
は
即
自
的
な
意
味
で
の
そ
れ
で
あ
り
、
自
然
科
学
と
し
て
の
技
術
学
的
把
握
で
あ
り
、
自
然
法
則
の
認
識
の
問
題
で
あ
る
。
後
者
の
「
技
術
的
関
係
科
学
」
と
は
い
わ
ゆ
る
生
産
様
式
の
一
側
面
と
し
て
の
生
産
力
、
即
ち
、
生
産
関
係
に
規
定
さ
れ
た
人
間
と
自
然
と
の
問
の
質
料
代
謝
の
関
係
を
示
し
、
可
能
性
と
し
て
の
生
産
諸
力
の
生
産
力
と
し
て
の
現
実
化
の
問
題
で
あ
り
、
社
会
技
術
的
実
践
の
科
学
と
解
生
産
力
の
概
念
に
つ
い
て
--L ノ、
経
蛍
と
経
済
..-L. ノ、
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
こ
の
怠
味
で
は
教
科
書
で
は
生
産
の
技
術
的
側
面
は
こ
様
に
と
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
結
技
術
学
的
な
も
の
と
、
生
産
力
の
商
と
で
あ
り
、
後
者
が
経
済
学
の
対
象
と
な
り
得
る
生
産
力
で
あ
っ
て
、
之
を
広
誌
に
於
け
る
生
産
力
の
概
念
と
す
る
な
ら
ぼ
、
広
義
に
於
け
る
生
産
力
を
特
に
生
産
関
係
的
視
角
か
ら
把
握
せ
ら
れ
た
も
の
が
、
狭
義
に
於
け
る
生
産
力
概
念
の
内
容
と
な
る
。
か
く
て
、
狭
義
の
概
念
と
し
て
の
生
産
関
係
的
視
角
か
ら
把
握
せ
ら
れ
た
生
産
力
と
は
具
体
的
に
如
何
な
る
こ
と
を
立
味
す
る
の
か
、
一
え
か
L
る
意
味
に
お
け
る
生
産
力
の
構
成
要
素
は
何
で
あ
る
か
の
問
題
と
な
る
。
社
会
的
生
産
様
式
の
ご
側
面
と
し
て
把
握
さ
れ
る
生
産
力
と
生
産
関
係
と
は
矛
盾
の
関
係
に
あ
る
c
然
し
乍
ら
、
こ
の
矛
応
の
関
係
は
生
産
諸
力
の
性
格
と
、
具
体
的
な
生
産
諸
関
係
の
性
絡
と
に
よ
っ
て
、
矛
盾
の
関
係
は
兵
っ
て
現
わ
れ
る
。
即
ち
生
産
諸
力
の
中
に
は
、
そ
の
発
展
が
生
産
関
係
の
形
態
の
変
化
に
影
響
を
也
接
に
与
え
る
も
の
と
而
ら
ざ
る
も
の
と
が
あ
る
。
又
そ
の
生
産
力
発
展
の
影
響
が
具
体
的
に
は
い
か
な
る
形
態
を
と
る
か
は
、
生
産
関
係
の
性
格
に
よ
っ
て
兵
る
。
逆
に
、
生
産
関
係
の
性
絡
は
、
生
産
諸
力
の
犬
々
の
発
展
に
犬
々
相
兵
し
た
影
響
を
与
え
る
。
即
ち
、
各
生
産
様
式
の
利
息
(
に
よ
っ
て
、
生
産
力
と
生
産
関
係
と
の
和
五
作
川
が
、
即
ち
、
発
展
法
則
が
相
具
し
て
把
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
よ
う
に
、
各
生
産
様
式
に
よ
っ
て
生
産
力
と
生
産
関
係
の
矛
盾
は
相
具
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
資
本
主
義
社
会
を
運
動
せ
し
め
る
矛
盾
の
主
要
な
側
面
を
以
っ
て
、
封
建
社
会
の
主
張
な
矛
府
と
な
す
一
引
は
出
来
な
い
。
資
本
主
義
社
会
に
は
資
本
主
義
の
基
本
法
則
が
倒
き
、
封
建
社
会
に
は
封
建
社
会
の
基
本
法
則
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o
m
m級
社
会
に
於
て
は
、
生
産
関
係
の
形
態
変
化
に
市
一
一
大
且
つ
、
直
接
的
な
膨
替
を
与
え
る
生
産
諸
力
の
発
現
は
、
生
産
力
と
生
産
関
係
と
の
敵
対
的
矛
盾
を
崎
明
し
、
し
か
ら
ざ
る
生
産
諸
力
の
発
現
は
非
敵
対
的
矛
盾
を
博
成
す
る
。
生
産
力
と
し
て
機
能
す
る
生
産
諸
力
の
仰
れ
が
、
敵
対
的
か
非
敵
対
的
か
は
生
産
様
式
の
形
態
に
よ
っ
て
相
具
す
る
。
従
っ
て
、
資
本
主
義
社
会
に
於
け
る
生
産
力
(
広
義
)
の
発
展
は
、
社
会
的
矛
府
の
増
大
を
結
果
す
る
面
も
あ
る
と
同
様
に
、
社
会
的
矛
盾
を
増
大
す
る
ど
こ
ろ
か
緩
和
す
る
場
合
も
存
十
代
す
る
の
で
あ
る
。
.
し
か
ら
ば
、
生
産
諸
力
の
発
現
の
中
、
生
産
関
係
の
矛
貯
を
激
化
し
、
生
産
関
係
に
市
一
六
、
R
也
接
的
影
山
討
を
与
え
る
も
の
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
理
解
す
る
た
め
に
一
応
の
結
論
を
の
べ
れ
ば
、
そ
れ
は
人
間
の
労
働
に
代
位
し
得
る
生
産
諸
力
で
あ
る
と
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
、
労
働
力
と
、
機
械
的
労
倒
手
段
で
あ
る
。
労
働
力
は
そ
の
剰
余
労
倒
に
よ
っ
て
他
人
の
労
仰
に
代
位
し
う
る
と
ぷ
う
な
味
に
於
τ、
又
機
紋
的
労
働
手
段
は
、
人
間
の
生
産
的
労
働
が
物
理
的
運
動
に
よ
る
物
代
生
産
品
刀
似
で
あ
る
と
一
五
う
立
味
に
於
て
。
生
産
諸
力
の
生
産
力
と
し
て
の
発
現
が
生
産
関
係
に
及
ぼ
す
影
響
の
相
具
す
る
事
を
マ
ル
ク
ス
は
「
数
学
者
や
機
械
学
者
は
、
道
具
は
単
純
な
る
機
械
に
し
て
、
機
械
は
複
雑
な
る
道
具
だ
と
い
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
か
く
い
う
と
き
、
両
者
の
内
に
が
、
け
る
何
等
の
本
質
的
区
別
を
も
見
ず
、
加
ふ
る
に
領
粁
、
飽
、
螺
旋
、
棋
な
ど
の
如
き
単
純
な
る
機
械
力
に
機
械
と
い
う
名
称
を
与
え
て
い
る
。
如
何
な
る
機
械
も
之
ら
の
単
純
な
る
機
械
力
1
1そ
れ
が
如
何
に
仮
装
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
複
合
的
な
も
の
で
あ
る
に
し
ろ
!
ー
か
ら
成
立
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
然
し
、
経
済
学
上
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
右
の
如
き
説
明
は
何
の
役
に
も
立
た
ぬ
。
そ
れ
は
歴
史
的
要
素
を
欠
い
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
」
と
云
っ
て
い
る
。
又
生
産
力
の
社
会
的
形
態
と
し
て
の
機
械
の
採
用
は
資
本
主
義
社
会
に
於
て
は
生
産
関
係
の
敵
対
的
な
矛
府
と
し
て
作
則
し
で
も
、
社
会
主
義
社
会
に
於
て
は
敵
対
的
な
生
産
力
と
し
て
の
結
果
を
生
じ
な
い
の
で
あ
る
。
問
題
は
如
何
な
る
問
題
意
識
に
お
い
て
、
五
口
々
は
広
義
の
生
産
力
に
よ
り
浬
解
し
、
又
狭
義
の
生
産
力
に
於
て
理
解
せ
ね
ば
な
ら
な
い
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
五
口
々
が
一
般
的
な
意
味
に
於
て
生
産
力
の
発
展
と
い
う
場
合
、
又
資
本
主
義
等
に
於
け
る
特
定
の
一
生
産
様
式
の
範
囲
内
に
於
て
、
生
牢
力
の
発
展
等
表
現
す
る
場
合
は
、
広
義
の
生
産
力
と
し
て
生
産
に
役
立
つ
も
・
の
と
し
て
の
凡
ゆ
る
生
産
諸
力
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
し
、
又
考
底
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
か
L
A
る
対
象
を
具
体
的
に
問
題
と
す
る
場
合
に
は
、
敵
対
的
な
矛
盾
の
激
化
を
促
進
す
る
生
産
諸
力
も
、
そ
う
で
な
い
生
産
諸
力
も
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
然
し
乍
ら
、
生
産
力
の
発
展
が
生
産
関
係
と
の
関
連
に
於
て
問
題
に
さ
れ
る
場
合
は
、
生
産
関
係
的
視
角
に
於
て
、
従
っ
て
狭
義
の
生
産
力
の
内
容
に
於
て
把
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
c
又
か
L
る
生
産
関
係
的
視
角
が
典
型
的
に
現
わ
れ
る
の
は
、
生
産
様
式
の
発
展
止
揚
と
い
う
社
会
発
展
法
則
の
問
題
と
し
て
把
握
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
。
従
っ
て
、
か
L
る
狭
義
の
生
産
力
の
内
容
は
、
生
産
関
係
の
敵
対
的
な
矛
盾
の
激
牝
を
促
進
す
る
生
産
諸
力
に
よ
っ
て
侍
成
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
怒
済
学
が
生
産
関
係
を
主
た
る
対
象
と
す
る
限
り
、
生
産
力
概
念
は
狭
L
議
に
於
て
規
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
生
産
様
式
の
発
展
止
拐
、
扱
一
一
目
す
れ
ば
生
産
関
係
に
直
接
に
影
響
を
与
え
る
生
産
力
の
椛
成
要
索
は
、
生
産
諸
力
の
中
、
労
働
力
と
機
械
的
労
働
手
段
に
限
定
さ
れ
る
。
資
本
主
義
社
会
に
於
て
は
賃
労
働
と
資
本
主
義
的
機
械
と
し
て
、
即
ち
階
級
社
会
に
於
て
は
生
産
力
(
広
義
)
の
敵
対
的
な
椛
戎
張
主
と
し
て
、
生
産
関
係
と
の
矛
盾
の
激
化
と
し
て
現
わ
れ
る
。
そ
の
他
の
生
産
諸
力
は
非
敵
対
的
な
生
産
力
と
し
て
発
現
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
五
日
々
は
、
前
者
を
生
産
力
(
広
義
)
と
生
産
関
係
の
主
要
な
矛
応
と
し
て
と
ら
え
、
後
者
を
補
足
的
矛
盾
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
生
産
力
の
概
念
に
つ
い
て
ノ¥
一
¥ 
経
営
と
怪
請
六
回
か
く
て
、
マ
ル
ク
ス
の
資
本
主
義
社
会
の
研
究
と
し
て
の
「
資
本
論
」
が
労
働
過
程
の
三
つ
の
契
機
と
し
て
、
労
働
力
、
労
働
手
段
、
労
働
対
象
が
把
握
せ
ら
れ
た
の
に
対
し
て
、
ス
タ
ー
リ
ン
規
定
、
及
び
広
義
の
経
済
学
を
対
象
と
し
た
「
経
済
学
教
科
書
」
が
、
生
産
力
を
、
労
働
力
と
生
産
用
具
と
し
て
把
握
し
た
の
は
、
そ
の
対
象
の
相
異
か
ら
淵
源
す
る
こ
と
を
理
解
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
だ
ろ
う
。
こ
の
と
こ
ろ
に
概
念
の
混
誌
が
あ
り
、
従
っ
て
理
論
の
空
転
が
行
は
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
第
二
章
生
産
力
の
構
成
要
素
の
問
題
以
上
生
産
力
の
概
念
を
明
ら
か
な
ら
し
め
得
た
の
で
、
生
産
力
構
嘆
の
問
題
に
つ
い
て
論
じ
よ
う
。
一、
マ
Y
ク
ス
の
労
働
過
程
の
三
要
因
マ
ル
ク
ス
は
「
資
本
論
」
の
労
働
過
程
の
単
純
な
る
要
素
に
つ
い
て
次
の
如
く
説
明
す
る
。
「
ω
人
類
の
必
需
品
た
必
出
来
合
の
生
活
資
料
を
供
給
す
る
本
来
的
の
土
地
は
人
演
の
助
力
に
よ
る
こ
と
な
く
人
間
労
働
、
の
一
般
的
対
象
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
助
労
働
に
依
っ
て
地
球
体
と
の
直
接
的
結
合
か
ら
分
離
さ
れ
る
と
い
う
に
止
ま
る
一
切
の
物
は
、
天
然
自
然
に
存
在
す
る
処
の
労
働
対
象
で
あ
る
。
け
労
働
対
象
が
過
去
の
労
働
に
よ
っ
て
い
わ
ば
波
適
さ
れ
て
あ
る
と
き
に
は
、
吾
々
は
こ
れ
を
原
料
と
名
ず
け
る
。
」
又
マ
ル
ク
ス
が
「
労
働
行
程
の
単
純
な
る
要
素
と
な
る
も
の
は
、
人
演
の
目
的
活
動
、
称
、
一
一
一
一
目
す
れ
ば
労
働
そ
れ
自
身
と
、
労
働
の
対
象
及
び
要
旦
〈
と
で
あ
る
。
」
(
同
前
)
と
説
明
す
る
こ
と
か
ら
、
生
産
力
の
構
成
要
素
を
こ
れ
に
よ
っ
で
説
明
す
る
の
は
誤
り
で
あ
ら
う
0
マ
ル
ク
ス
は
労
働
過
程
の
説
明
を
行
っ
て
い
る
丈
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
底
義
の
生
産
力
の
間
的
成
要
素
た
る
生
産
諸
力
の
単
純
な
要
素
で
あ
っ
て
も
、
狭
義
の
生
産
力
の
構
成
要
素
を
問
題
に
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
事
は
経
済
学
教
科
書
を
見
れ
ば
倫
明
ら
か
で
あ
る
。
(
教
科
書
四
頁
)
ま
づ
、
「
財
貨
の
生
産
過
程
は
、
次
の
要
素
を
前
提
条
件
と
し
て
い
る
。
①
人
間
の
労
働
②
労
働
対
象
③
労
働
手
段
」
を
あ
げ
、
次
い
で
労
働
、
労
働
対
象
、
労
働
力
を
説
明
し
、
そ
の
次
に
初
め
て
生
産
力
の
構
戒
の
説
明
に
入
る
。
「
財
貨
を
生
産
す
る
さ
い
に
使
わ
れ
る
生
産
用
具
と
人
間
と
は
社
会
の
生
産
力
を
な
し
て
い
る
。
」
「
生
産
力
は
財
貨
を
生
産
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
自
然
物
と
自
然
力
と
に
対
す
る
人
間
の
関
係
を
現
わ
す
。
だ
が
入
問
、
は
生
産
す
る
に
は
自
然
に
対
し
て
働
き
か
け
る
だ
け
で
な
く
、
ま
た
人
間
と
人
間
と
が
互
い
に
は
た
ら
き
か
け
あ
う
。
」
と
す
る
主
に
よ
っ
て
、
生
産
の
要
素
と
し
て
の
生
産
諸
力
と
、
生
産
力
の
構
成
要
素
と
を
厳
然
と
区
別
し
て
い
る
。
準
者
は
、
・
前
者
を
広
義
の
生
産
力
と
の
関
騎
に
於
て
把
握
し
、
後
者
を
狭
義
の
生
産
力
の
椛
成
要
素
と
し
て
理
解
す
る
。
一、
「
自
然
地
理
的
条
件
」
に
つ
い
て
広
義
と
決
義
の
生
産
力
の
区
別
を
行
わ
ず
し
て
、
単
に
生
産
力
一
般
と
し
て
把
握
し
、
「
地
迎
的
環
境
の
一
部
分
を
も
ち
こ
む
こ
と
を
意
味
す
る
」
が
故
に
、
自
然
地
理
的
条
件
を
無
反
省
に
捨
象
す
る
な
ら
ば
、
具
体
的
社
会
の
生
産
を
適
儲
に
把
握
す
る
事
は
困
難
に
な
る
。
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
「
地
理
的
環
境
は
社
会
発
展
の
恒
常
的
な
不
可
欠
の
諸
条
件
の
一
つ
で
は
あ
り
、
か
つ
ま
た
そ
れ
は
、
勿
論
、
社
会
の
発
展
に
影
響
は
す
る
。
:
:
:
し
か
し
、
そ
の
影
響
は
決
定
的
な
影
響
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
れ
ば
、
社
会
の
変
化
や
発
展
は
、
地
迎
的
環
境
の
変
化
や
発
展
よ
り
も
、
比
較
に
な
ら
ぬ
程
急
速
に
お
こ
な
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
」
(
ス
タ
ー
リ
ン
「
弁
証
法
的
唯
物
論
と
史
的
唯
物
論
」
〉
と
去
現
し
、
又
マ
ル
ク
ス
は
、
「
社
会
的
分
業
の
白
然
的
基
礎
と
な
り
、
且
つ
、
人
頒
が
生
棲
す
る
自
然
的
状
態
の
変
化
を
通
じ
て
、
人
頒
に
、
彼
自
身
の
欲
望
や
、
能
力
や
、
労
働
千
段
や
、
労
働
様
式
等
を
多
様
化
す
る
刺
戟
を
与
え
る
も
の
は
、
土
地
の
絶
対
的
豊
度
で
は
な
く
、
む
し
ろ
土
地
の
分
化
で
あ
り
、
そ
の
自
然
的
生
産
物
の
多
様
性
で
あ
る
。
」
(
「
資
本
論
」
第
一
巻
六
七
六
頁
)
と
い
い
、
経
済
学
批
判
序
説
第
問
項
に
於
て
、
生
産
、
生
産
手
段
、
生
産
諸
関
係
に
関
脱
し
て
、
次
の
点
を
注
意
し
て
い
る
。
「
八
、
出
発
点
は
当
然
に
自
然
的
規
定
性
l
l主
体
的
な
お
よ
び
容
体
的
な
ー
ー
で
あ
る
。
」
と
。
従
っ
て
、
自
然
地
理
的
条
件
は
、
マ
ル
ク
ス
も
、
ス
タ
ー
リ
ン
も
無
反
省
に
捨
象
し
て
居
る
訳
で
な
く
、
広
義
の
生
産
力
と
し
て
は
、
五
分
な
考
慮
が
行
わ
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
又
事
実
、
現
実
の
生
産
関
係
は
、
生
産
力
(
広
義
)
を
荷
い
千
と
し
て
自
然
的
基
礎
の
上
に
打
樹
て
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
「
自
然
地
理
的
条
件
で
あ
る
が
故
に
」
を
以
っ
て
、
広
義
の
生
産
力
か
ら
捨
象
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
自
然
的
諸
条
件
の
捨
象
は
一
社
会
の
発
展
を
規
定
す
る
生
産
力
と
生
産
関
係
の
矛
盾
と
い
う
、
本
質
的
抽
象
的
な
把
握
に
於
て
は
定
八
刀
却
生
産
力
の
概
念
に
つ
い
て
六
五
経
営
と
経
治
六
六
由
の
存
す
る
処
で
あ
り
、
従
っ
て
、
白
然
的
諸
条
件
に
よ
っ
て
同
一
社
会
の
発
展
を
説
明
す
る
事
は
当
然
誤
り
で
あ
る
と
し
て
も
、
具
体
的
な
生
産
力
の
発
展
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
場
合
、
自
然
的
条
件
が
当
然
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
例
え
ば
、
各
氏
族
、
各
国
家
間
の
自
然
的
条
件
の
差
異
が
、
種
々
な
る
国
民
の
発
達
を
説
明
す
る
大
き
な
要
凶
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
何
故
な
れ
ば
、
生
産
技
術
は
自
然
的
条
件
を
克
服
し
て
了
う
ま
で
発
達
し
て
も
い
な
い
し
、
又
そ
れ
は
不
可
能
な
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
以
上
に
よ
っ
て
、
広
義
の
生
産
力
の
構
成
要
素
と
し
て
は
、
自
然
地
理
的
条
件
が
具
体
的
に
は
生
産
諸
力
と
し
て
把
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
ど
は
当
然
で
あ
る
0
・
.
次
に
狭
義
の
生
産
方
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
コ
ン
ス
グ
ン
チ
ノ
フ
の
次
の
如
き
説
明
怯
狭
義
の
生
産
力
の
規
定
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
生
産
力
と
い
う
概
念
に
生
産
用
具
と
労
働
力
だ
け
で
な
く
、
労
働
対
象
(
原
料
、
資
材
)
ま
で
合
め
る
こ
と
は
根
拠
が
な
い
。
問
題
は
、
ひ
と
び
と
が
生
産
過
程
に
・
お
い
て
そ
れ
に
働
き
か
け
る
と
こ
ろ
の
ま
は
り
の
自
然
も
広
義
に
於
け
る
労
働
対
象
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
鉱
栄
に
お
い
て
は
l
iそ
れ
は
鉄
鉱
石
や
茨
層
で
あ
り
、
漁
栄
に
お
い
て
は
l
lそ
れ
は
水
中
の
魚
煩
等
々
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
生
産
力
の
な
か
に
労
働
対
象
を
合
め
る
こ
と
は
不
正
確
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
生
産
力
の
概
念
の
中
に
地
理
的
環
境
の
一
部
分
を
も
ち
こ
む
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
」
〈
邦
訳
上
巻
一
O
九
頁
)
之
に
対
し
て
常
盤
政
治
氏
は
、
「
労
働
対
象
の
な
か
に
は
、
コ
ン
ス
ク
ン
チ
ノ
フ
自
身
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
地
則
的
環
境
で
な
い
も
の
(
原
料
、
資
材
等
)
も
合
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
労
働
対
象
が
イ
コ
ー
ル
地
理
的
環
境
で
な
い
こ
と
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
l
ノ
ヲ
も
明
ら
か
に
認
め
て
い
る
処
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
、
彼
の
論
理
を
湯
川
和
夫
氏
爪
「
労
働
対
象
、
生
産
用
具
、
生
産
子
段
」
「
社
会
労
働
研
究
」
創
刊
号
一
四
五
頁
)
と
共
に
、
論
理
的
に
成
立
し
符
な
い
と
さ
れ
-
そ
れ
は
彼
が
労
働
対
象
の
概
念
を
十
分
把
握
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
と
批
評
さ
れ
る
。
又
か
L
る
批
判
は
日
本
マ
ル
ク
ス
学
者
の
一
応
認
め
て
肘
る
処
と
判
断
さ
れ
、
ソ
同
盟
に
於
て
も
同
様
に
、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
I
ノ
フ
の
改
訂
版
に
於
て
は
、
自
然
的
環
境
に
よ
る
説
明
は
削
除
さ
れ
、
ス
タ
ー
リ
ン
に
於
て
も
、
生
産
力
概
念
に
労
働
対
象
を
合
ま
な
い
川
町
一
向
の
説
明
は
、
兵
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
か
く
て
、
「
狭
義
の
生
産
力
」
の
侍
成
要
素
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
「
地
別
的
環
境
」
を
川
う
る
こ
と
の
誤
り
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
二
三
生
産
力
構
成
要
素
の
技
術
主
義
的
把
握
い
わ
ゆ
る
生
産
力
概
念
に
於
け
る
最
近
の
主
た
る
問
題
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
新
規
定
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
生
産
用
具
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
。
ス
タ
ー
リ
ン
は
「
弁
証
法
的
唯
物
論
と
史
的
唯
物
論
」
の
中
で
ー
、
生
産
力
の
椛
戒
要
素
を
次
の
如
く
規
定
し
た
。
「
物
抗
的
財
貨
を
生
産
す
る
の
に
必
要
な
生
産
用
具
、
一
ん
瓦
の
生
産
上
の
経
験
や
労
働
に
対
す
る
熟
諒
に
よ
っ
て
生
産
加
具
を
使
加
し
、
物
江
的
財
貨
の
生
産
を
お
こ
な
う
人
間
i
jこ
れ
ら
す
べ
て
の
要
素
が
相
ま
っ
て
、
社
会
の
生
産
力
を
侍
戒
す
る
。
」
い
う
処
の
「
生
産
川
具
」
と
は
「
マ
ル
・
ク
λ
主
義
者
が
生
産
手
段
の
生
産
と
い
う
と
き
に
は
、
彼
ら
が
ま
づ
第
一
に
生
産
諸
用
具
の
生
産
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
マ
ル
ク
ス
が
『
そ
の
総
体
は
・
:
:
:
:
あ
る
特
定
の
社
会
的
生
産
時
代
の
決
定
的
特
徴
』
を
な
す
と
こ
ろ
の
『
生
産
の
筋
什
系
統
と
名
ず
け
ら
る
機
械
的
労
働
手
段
』
と
呼
ん
だ
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
」
と
す
る
。
之
に
対
し
、
原
教
授
の
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
を
き
い
て
み
よ
う
。
「
ス
タ
ー
リ
ン
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
生
産
力
の
措
戒
要
素
は
、
労
働
す
る
人
間
と
機
械
的
労
働
手
段
丈
と
い
う
こ
主
に
な
る
U
ス
タ
ー
リ
ン
の
記
述
を
忠
実
に
、
た
入
観
念
な
し
に
党
け
と
れ
ば
こ
の
よ
う
に
四
解
す
る
ほ
か
は
な
い
。
こ
の
点
は
遊
部
久
蔵
、
豊
国
四
郎
、
宮
川
実
・
等
の
マ
ル
ク
ス
経
済
学
者
も
一
致
し
て
認
め
て
い
る
。
」
「
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
フ
監
修
、
『
史
的
唯
物
論
』
も
ス
タ
ー
リ
ン
論
文
出
現
後
の
第
二
版
で
は
、
装
世
的
労
働
手
段
を
生
産
加
具
の
な
か
L
ら
除
外
し
て
い
る
。
」
之
に
対
し
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
「
格
別
の
根
拠
を
提
出
し
な
か
っ
た
」
と
し
て
、
次
の
如
く
主
張
さ
れ
る
。
「
ま
づ
第
一
に
、
こ
の
規
定
に
お
い
て
は
、
現
代
の
重
化
学
工
業
や
、
電
気
的
諸
工
業
の
中
核
的
労
働
手
段
の
一
た
る
装
置
類
が
生
産
力
現
実
の
中
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
か
ら
」
「
常
識
あ
る
人
々
を
納
得
さ
せ
が
た
い
概
念
規
定
で
あ
る
。
」
と
常
識
的
に
判
断
し
、
「
そ
れ
は
、
機
械
的
労
倒
子
段
丈
を
と
ほ
う
も
な
く
侃
重
し
た
機
械
論
的
日
形
似
上
学
的
概
念
規
定
な
の
で
あ
る
ご
と
さ
れ
、
且
つ
「
装
置
的
労
働
千
段
」
(
マ
ル
ク
ス
の
脈
管
系
統
)
及
び
「
施
設
的
労
働
手
段
」
を
附
加
す
る
事
を
主
張
す
る
。
又
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
の
第
二
点
は
、
「
ス
タ
ー
リ
ン
の
概
念
に
よ
る
生
産
力
の
発
現
は
測
定
が
事
実
上
不
可
能
で
あ
り
、
数
量
的
表
示
が
不
可
能
で
あ
る
」
引
が
主
大
な
欠
陥
で
あ
る
と
し
、
「
力
と
云
う
概
念
は
測
定
可
能
で
な
け
れ
ば
価
値
が
な
い
c
」
と
さ
れ
、
「
生
産
力
の
概
念
は
そ
の
発
現
が
測
定
可
能
な
よ
う
に
規
定
さ
る
べ
き
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
生
産
力
諸
要
素
も
そ
の
よ
う
に
規
定
さ
る
べ
き
だ
っ
た
の
で
あ
生
産
力
の
概
念
に
つ
い
て
六
七
怪
蛍
と
経
済
る
。
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
一
点
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
規
定
に
対
し
て
常
識
的
に
批
判
さ
れ
て
、
概
念
規
定
が
如
何
な
る
根
拠
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
か
を
明
ら
か
に
せ
ず
、
機
械
的
労
働
子
段
の
み
を
決
定
的
要
素
と
み
な
す
諸
説
の
論
拠
を
批
判
さ
れ
、
「
か
L
A
る
機
械
論
的
見
解
は
承
認
す
る
事
は
出
来
な
い
。
」
「
生
産
力
の
概
念
は
、
い
く
ら
決
義
に
し
ぼ
っ
て
も
、
分
類
ωの
規
定
以
下
に
は
し
ぼ
る
べ
き
で
な
い
」
「
ωの
規
定
に
よ
れ
ば
現
実
に
マ
ッ
チ
し
た
生
産
力
概
念
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
之
は
教
授
が
生
産
力
を
生
産
能
力
と
し
て
、
従
っ
て
、
生
産
諸
力
と
し
て
考
え
ら
れ
る
限
り
当
然
の
帰
結
で
あ
る
。
そ
れ
は
労
働
辺
程
の
生
産
諸
力
を
如
何
に
簡
単
化
し
て
表
現
す
る
か
と
い
う
程
度
の
問
題
に
す
ぎ
ず
、
単
純
な
三
要
素
説
と
全
く
性
格
を
同
じ
に
し
、
そ
の
限
り
に
於
て
は
自
説
を
主
張
さ
れ
た
と
し
て
も
五
日
々
を
首
肯
さ
せ
る
丈
の
論
証
は
不
可
能
で
あ
る
。
吾
々
が
問
題
と
す
る
の
は
概
念
と
し
て
生
産
力
で
あ
り
、
こ
の
立
場
に
立
た
な
け
れ
ば
ス
タ
ー
リ
ン
規
定
を
問
題
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
第
二
の
批
判
も
望
者
の
納
得
し
難
い
処
で
あ
る
。
ヱ
ン
ヂ
ル
ス
の
「
自
然
弁
話
法
』
よ
り
引
用
し
て
、
力
は
測
定
可
能
で
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
と
さ
れ
る
点
は
技
術
主
義
な
傾
向
を
露
呈
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
之
も
教
授
の
生
産
力
概
念
把
握
か
ら
の
当
然
の
帰
結
で
は
あ
る
が
、
生
産
力
の
本
質
的
概
念
把
握
の
相
呉
が
あ
る
以
上
、
教
授
の
も
の
さ
し
で
も
っ
て
、
ス
タ
ー
リ
ン
規
定
を
批
判
す
る
こ
と
は
・
無
理
な
こ
と
だ
ろ
う
。
，
官
者
は
生
産
力
は
生
産
様
式
の
一
側
面
と
し
て
把
握
せ
ら
れ
る
論
迎
的
抽
象
的
範
時
で
あ
っ
て
、
そ
の
様
戒
諸
要
素
と
し
て
の
生
産
諸
力
は
例
々
別
々
に
、
近
似
的
に
測
定
さ
れ
る
事
が
出
来
た
と
し
て
も
、
生
産
力
(
広
義
)
は
か
t
A
る
生
産
諸
力
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
単
な
る
手
術
総
和
で
も
な
く
、
生
産
物
量
で
も
な
い
。
生
産
力
(
広
義
)
は
生
産
諸
要
素
の
宍
践
的
結
A
円
で
あ
る
運
動
の
性
格
を
合
ん
で
把
握
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
物
質
的
生
産
に
関
す
る
概
念
で
あ
っ
て
も
、
物
川
町
.
的
、
化
学
的
概
念
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
何
故
な
れ
ば
生
産
諸
力
と
生
産
力
と
は
機
械
的
に
は
一
寸
試
し
な
い
。
生
産
諸
力
は
た
と
え
不
変
で
あ
っ
て
も
、
生
産
関
係
の
変
化
に
よ
っ
て
生
産
力
は
変
動
し
、
生
産
さ
れ
る
生
産
物
全
も
増
減
す
る
か
ら
で
あ
る
。
官
者
は
克
め
て
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
新
規
定
に
立
反
ろ
う
。
ス
タ
ー
リ
ン
は
「
弁
託
法
的
唯
物
論
と
史
的
唯
物
論
」
に
於
て
も
、
「
社
会
主
義
の
経
済
的
諸
問
題
」
に
於
て
も
、
問
題
の
的
所
は
、
狭
義
の
生
産
力
の
怠
味
に
於
て
「
生
産
力
」
な
る
加
訟
を
用
い
て
い
る
事
は
次
の
文
ノ、
八
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
即
ち
、
そ
の
項
目
は
次
の
文
章
か
ら
初
ま
る
。
「
で
は
、
社
会
の
物
資
生
活
の
諸
条
件
の
体
系
内
に
あ
っ
て
、
社
会
の
相
貌
、
社
会
制
度
の
性
格
、
一
の
制
度
か
ら
他
の
制
度
へ
の
社
会
の
発
展
を
決
定
す
る
主
要
な
力
は
仰
で
あ
る
か
?
」
(
「
ツ
同
盟
共
産
党
小
史
」
、
弁
証
法
的
唯
物
論
と
史
的
唯
物
論
に
つ
い
て
、
国
民
文
底
第
一
冊
一
八
九
日
)
と
一
五
う
疑
問
の
上
に
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
生
産
力
の
問
題
を
極
め
て
明
献
に
打
出
し
て
い
る
も
の
と
い
は
ざ
る
を
如
何
な
い
。
概
念
と
し
て
の
「
生
産
力
」
は
、
広
義
の
生
産
力
で
は
な
い
の
で
あ
る
G
社
会
制
度
の
性
格
、
社
会
の
発
展
を
決
定
す
る
主
民
な
力
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
生
産
力
と
生
産
関
係
と
の
主
要
な
矛
盾
、
即
ち
、
階
級
社
会
に
あ
っ
て
は
敵
対
的
な
矛
府
の
而
の
み
に
於
て
把
握
さ
れ
る
の
で
あ
る
心
即
ち
、
歴
史
を
芦
、
く
法
則
と
し
て
、
各
生
産
様
式
の
発
展
変
化
の
観
点
か
ら
、
生
産
力
と
生
産
関
係
が
把
握
さ
れ
る
九
に
は
、
生
産
関
係
的
視
角
か
ら
、
し
か
も
、
非
敵
対
的
矛
応
は
生
産
様
式
の
発
展
変
化
を
説
明
す
る
事
は
出
来
な
い
故
に
柿
H
A
的
矛
盾
と
し
て
捨
象
せ
ら
れ
て
、
敵
対
的
な
矛
盾
の
面
に
於
て
即
ち
、
主
要
な
る
矛
盾
に
於
て
の
み
概
念
規
定
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
か
‘
ふ
る
狭
義
の
「
生
産
力
」
概
念
の
把
握
は
、
決
し
て
又
、
広
義
の
生
産
力
の
内
容
を
現
実
の
社
会
の
分
析
に
於
て
、
排
斥
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
概
念
と
し
て
の
生
産
力
の
締
成
要
素
は
即
ち
生
産
諸
力
の
如
何
な
る
も
の
を
捨
象
す
る
か
は
、
か
‘
ふ
る
基
準
に
於
て
把
握
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
判
断
す
る
。
即
ち
、
ス
タ
ー
リ
ン
規
定
の
批
判
も
こ
斗
に
於
て
行
い
得
る
の
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
、
生
産
諸
力
の
労
働
組
程
に
於
け
る
簡
単
化
さ
れ
た
生
産
要
因
と
し
て
の
三
要
素
は
、
生
産
力
の
概
念
に
対
決
し
て
如
何
に
位
置
づ
け
ら
る
べ
き
で
あ
る
か
を
改
め
て
考
え
よ
う
。
ま
づ
、
労
働
力
は
生
産
力
で
あ
る
。
何
故
な
れ
ば
、
生
産
力
は
、
本
来
的
に
人
間
労
働
に
関
す
る
問
題
だ
か
ら
。
従
っ
て
、
生
産
力
と
し
て
の
労
働
力
は
、
労
働
者
数
と
、
労
仰
の
質
及
び
H
E
に
於
て
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
労
働
力
は
労
働
の
質
的
向
上
、
量
的
強
化
等
に
よ
っ
て
、
自
己
の
労
働
力
維
持
に
役
立
つ
以
上
の
生
産
物
、
即
ち
剰
余
生
産
物
を
獲
得
し
得
る
や
否
や
、
自
己
は
労
働
せ
ず
し
て
他
人
の
労
働
力
を
支
配
す
る
階
級
を
発
生
せ
し
め
る
。
何
故
な
れ
ば
、
労
働
生
産
物
は
同
時
に
他
人
の
必
要
を
満
た
し
得
る
有
用
財
で
あ
る
か
ら
。
階
級
社
会
に
於
て
は
、
被
文
配
者
の
労
働
力
は
支
配
者
の
生
産
手
段
と
し
て
反
映
さ
れ
、
労
働
者
数
の
増
大
、
労
働
の
質
的
変
化
、
量
的
強
化
は
同
時
に
生
産
力
の
増
大
で
あ
り
乍
ら
、
生
産
関
係
そ
の
も
の
に
影
郡
一
目
す
る
か
ら
で
あ
る
。
え
単
純
協
栄
・
社
会
内
分
余
・
経
営
内
分
業
に
伴
う
生
産
力
の
増
大
は
、
同
時
に
生
産
関
係
に
影
響
を
与
え
る
。
何
故
な
れ
ば
、
単
純
協
生
産
力
の
概
念
に
つ
い
て
A
、
『
u
」
ノ
，
7
J
経
蛍
と
経
治
七
O 
業
・
社
会
内
分
業
・
経
営
内
分
業
の
発
生
は
、
生
産
関
係
に
外
な
ら
な
い
か
ら
。
そ
れ
は
剰
余
生
産
物
の
発
生
、
増
大
を
可
能
な
ら
し
め
る
こ
と
は
、
同
時
に
、
人
間
相
互
山
の
支
配
、
被
支
配
の
関
係
を
発
生
せ
し
む
る
可
能
性
を
生
む
か
ら
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
他
国
、
支
配
階
級
の
必
要
労
働
に
被
支
配
階
級
の
剰
余
労
働
が
代
位
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。
か
く
て
、
他
人
の
労
働
に
代
位
し
う
る
生
産
力
の
発
展
は
、
社
会
に
於
て
は
生
産
周
係
に
於
け
る
敵
対
的
矛
肝
と
し
て
反
映
さ
れ
る
。
奴
隷
社
会
の
発
生
事
情
は
、
生
治
資
料
や
労
働
子
段
の
本
源
的
宝
山
・
階
級
た
る
白
然
の
、
豊
か
で
あ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
は
決
定
的
た
り
得
な
い
。
剰
余
労
働
時
間
を
生
み
出
し
初
日
る
か
否
か
に
よ
っ
て
l
l
労
働
時
間
の
延
長
で
あ
ろ
う
と
、
単
純
協
栄
に
よ
ろ
う
と
i
i決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
決
定
す
る
の
は
労
働
力
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
、
次
・
に
被
械
的
労
幼
子
段
は
如
何
に
抗
世
づ
け
ら
る
べ
き
か
。
道
具
は
本
来
人
間
の
子
の
延
長
で
あ
り
、
人
間
労
働
を
容
易
な
ら
し
む
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
て
、
日
以
仰
人
間
の
千
足
に
よ
っ
て
運
転
さ
れ
る
道
具
で
あ
っ
た
も
の
が
、
一
つ
の
機
械
装
置
た
る
作
治
機
の
道
具
に
転
化
さ
れ
て
後
、
電
動
機
も
又
人
間
力
の
制
限
か
ら
全
く
'
解
放
さ
れ
た
所
の
独
立
し
た
形
態
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
」
ご
九
グ
ス
「
資
本
論
」
三
五
日
)
「
道
具
機
の
創
造
こ
そ
、
蒸
気
機
関
の
平
命
を
必
然
た
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。
人
間
が
道
具
を
以
っ
て
労
働
対
象
に
働
き
か
け
る
代
り
に
、
も
は
や
動
力
と
し
て
道
具
機
に
働
き
か
け
る
に
す
ぎ
な
く
な
る
や
否
や
、
動
力
が
人
間
の
筋
肉
を
装
う
こ
と
は
偶
然
的
と
な
っ
て
、
風
、
水
、
蒸
気
な
ど
が
そ
れ
に
代
り
う
る
の
で
あ
る
。
」
(
資
本
論
六
五
一
頁
)
か
く
て
「
機
械
装
世
間
、
自
分
を
活
動
さ
せ
る
力
そ
の
も
の
を
合
ん
で
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
筋
力
の
価
値
が
落
ち
る
。
」
(
エ
ン
ゲ
凡
ス
「
資
本
論
」
第
一
漫
綱
研
究
、
向
坂
訳
l
七
二
耳
)
「
産
業
平
命
の
出
発
点
た
る
機
械
は
、
一
仰
の
道
具
を
使
加
す
る
好
的
者
に
世
換
え
る
に
、
多
欽
の
同
一
又
は
頒
似
の
道
具
を
一
度
に
操
縦
し
つ
つ
単
一
の
効
力
!
ー
そ
の
形
怒
を
と
わ
な
い
ー
ー
に
よ
っ
て
運
転
さ
れ
る
一
機
構
を
以
っ
て
す
る
。
」
(
「
資
本
論
」
六
一
六
百
)
「
労
働
者
が
労
働
条
件
を
使
川
す
る
の
で
は
な
く
、
反
対
に
労
働
条
件
が
労
働
者
を
使
川
す
る
」
と
一
五
う
「
資
本
主
義
の
物
質
的
基
礎
と
し
て
の
機
械
」
が
「
工
学
的
現
実
性
を
も
つ
の
で
あ
る
。
」
(
エ
シ
ゲ
ル
ス
)
「
マ
ユ
ユ
フ
ァ
ク
チ
ヤ
の
生
産
様
式
に
於
け
る
変
平
が
労
働
力
か
ら
出
発
し
た
の
に
、
こ
与
に
お
い
て
は
労
働
子
段
(
宅
者
(
註
〉
浜
本
主
義
お
い
て
は
機
械
)
か
ら
出
発
す
る
。
」
(
エ
ン
ゲ
ル
ス
)
「
形
式
的
包
摂
の
一
般
的
特
徴
は
、
労
働
過
程
が
工
学
的
に
い
か
な
る
様
式
で
運
営
さ
れ
よ
う
と
、
そ
れ
の
資
本
え
の
直
接
的
従
属
で
あ
る
こ
と
に
は
変
り
は
な
い
。
だ
が
こ
の
土
台
の
上
に
、
労
働
過
程
の
現
実
の
性
質
及
び
そ
の
現
実
的
諸
条
件
を
変
革
す
る
、
工
学
的
に
も
、
そ
の
他
で
も
特
殊
な
生
産
様
式
|
l資
本
主
義
的
生
産
様
式
が
拾
顕
す
る
o
こ
の
生
産
様
式
が
行
わ
れ
る
に
壬
っ
て
後
側
め
て
、
資
本
の
「
え
の
労
働
の
実
質
的
包
摂
が
起
る
の
で
あ
る
。
」
「
資
本
の
下
え
の
実
質
州
包
摂
に
お
い
て
は
、
汗
々
が
い
ま
ま
で
説
明
し
た
あ
ら
ゆ
る
変
化
が
労
倒
過
程
自
身
の
中
に
起
る
。
労
働
の
社
会
的
生
産
諸
力
が
発
展
す
る
o
大
境
問
問
な
労
働
と
共
に
科
学
及
び
機
微
袋
泣
の
也
接
的
生
産
え
の
適
加
が
発
展
す
る
o
」
(
吋
ル
グ
ス
「
直
史
的
生
産
過
程
の
結
果
、
」
二
ペ
ゾ
三
頁
)
即
ち
、
マ
ル
ク
ス
は
っ
波
川
倒
的
な
労
間
千
日
一
」
を
ぺ
社
会
的
生
産
時
代
の
遥
か
に
よ
り
決
定
的
特
徴
を
示
す
」
も
の
と
し
て
)
資
本
主
義
発
生
の
産
業
革
命
の
陸
史
的
事
実
の
中
に
凡
山
川
し
た
の
で
あ
る
G
と
同
様
に
、
単
純
な
る
協
栄
も
し
く
は
、
経
営
内
分
業
に
よ
る
協
栄
を
新
た
な
る
生
産
力
の
創
造
と
な
し
、
マ
ニ
ユ
プ
ァ
ク
チ
ヤ
段
併
の
経
済
的
基
盤
と
し
て
把
握
し
た
。
即
ち
、
生
産
関
係
に
、
従
っ
て
、
社
会
の
支
配
、
従
属
の
関
係
に
影
郷
一
目
す
る
生
産
力
の
発
展
は
、
人
間
労
働
に
代
位
す
る
か
否
か
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
か
‘
、
ふ
る
生
産
力
は
、
労
働
力
及
び
道
具
機
械
の
発
切
で
あ
る
。
そ
し
て
か
L
る
生
産
力
は
階
級
社
会
の
資
本
主
義
的
生
産
関
係
に
対
し
て
敵
対
的
矛
府
を
椛
戒
す
る
。
之
に
対
し
て
、
装
泣
は
本
来
人
間
の
労
働
に
代
位
す
る
性
格
の
も
の
で
は
な
い
。
人
間
の
労
働
は
あ
く
ま
で
も
、
物
以
的
運
動
に
制
限
さ
れ
る
に
反
し
、
装
置
は
化
学
的
反
応
に
属
す
る
か
ら
で
あ
る
。
化
学
工
業
装
置
の
生
産
力
の
増
た
が
生
産
関
係
に
彩
替
を
及
ぼ
す
一
叫
が
あ
り
得
て
も
、
そ
れ
は
装
置
に
附
随
す
る
機
械
の
改
良
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
装
置
そ
の
も
の
の
化
学
反
応
の
変
化
は
生
産
明
係
に
特
に
主
た
な
影
響
を
与
え
る
性
格
の
も
の
で
-
は
な
い
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
、
マ
ル
ク
ス
は
「
生
産
の
脈
管
体
系
と
呼
ば
れ
初
日
る
よ
う
な
労
働
川
町
日
一
(
が
、
主
要
な
役
目
を
演
ず
る
よ
う
に
な
る
の
は
化
学
工
業
に
初
め
て
見
ら
れ
る
処
で
あ
る
。
」
と
し
、
化
学
工
業
を
生
産
諸
力
と
し
て
決
し
て
軽
視
し
た
訳
で
は
な
く
、
機
械
を
重
要
視
し
た
の
は
、
資
本
主
義
生
産
の
即
ち
資
本
主
義
的
生
産
関
係
の
物
抗
的
基
躍
の
体
ぃ
止
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
マ
ル
ク
ス
に
於
け
る
機
械
の
叙
述
は
生
産
関
係
の
変
革
と
関
聯
し
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
資
本
主
義
社
会
は
価
航
法
則
が
仲
良
く
と
一
五
う
事
は
資
本
主
義
の
社
会
は
価
値
関
係
に
於
て
把
握
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
て
、
価
値
を
生
む
も
の
は
物
質
的
生
産
労
働
で
あ
っ
て
、
化
学
反
応
そ
の
も
の
は
価
値
に
関
係
は
な
い
。
即
ち
、
価
値
と
は
物
質
的
生
産
労
働
、
即
ち
、
人
間
労
働
力
の
物
川
的
運
動
の
結
決
で
あ
る
。
価
値
関
係
と
は
、
資
本
主
義
的
階
級
社
会
に
於
て
は
、
剰
余
価
値
法
則
と
し
て
現
わ
れ
、
人
間
相
互
の
支
配
被
支
配
の
明
係
で
あ
る
。
こ
の
価
航
法
則
の
運
動
こ
そ
、
生
産
閣
係
に
敵
対
的
な
生
産
方
の
発
展
を
促
進
す
る
。
機
械
は
社
会
の
価
似
関
係
に
変
化
を
与
え
る
が
、
化
学
心
主
の
発
展
は
価
似
関
係
に
と
っ
て
は
そ
れ
陀
重
要
で
な
い
。
「
剰
余
価
値
生
産
を
目
的
と
す
生
産
力
の
概
念
に
つ
い
て
七
経
蛍
と
経
潰
七
る
機
械
の
充
川
に
は
、
内
在
的
の
一
矛
盾
が
人
泊
ま
れ
て
い
る
訳
で
あ
っ
て
、
与
え
ら
れ
た
犬
さ
の
資
本
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
る
剰
余
価
値
の
両
凶
子
中
、
労
働
者
の
数
と
い
う
一
方
の
因
子
を
小
な
ら
し
む
る
こ
と
を
以
っ
て
せ
ず
し
て
は
、
剰
余
価
値
の
率
と
い
う
他
方
の
悶
子
を
大
な
ら
し
む
る
こ
と
は
出
来
ぬ
の
で
あ
る
。
」
(
マ
n
ケ
グ
ス
)
以
上
、
明
ら
か
に
し
た
如
く
、
マ
ル
ク
ス
が
労
働
千
段
中
、
機
械
を
重
視
し
た
の
は
か
斗
る
本
質
的
性
格
が
、
生
産
様
式
の
変
革
の
、
即
ち
資
本
主
義
の
基
盤
と
し
て
、
歴
史
的
に
先
づ
発
生
し
た
か
ら
で
あ
っ
て
、
「
と
ほ
う
も
な
く
偏
重
し
た
機
械
論
者
」
と
い
う
批
判
は
、
マ
ル
ク
ス
理
解
の
不
充
分
を
証
明
す
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
概
念
と
し
て
の
生
産
力
の
構
成
要
素
に
、
労
働
力
、
及
び
機
械
的
労
働
手
段
以
外
を
、
即
ち
、
労
働
対
象
、
生
産
の
対
象
的
諸
条
件
、
及
び
労
働
子
段
の
脈
管
体
系
を
除
外
す
る
の
は
、
将
に
と
の
即
日
山
に
外
な
ら
な
い
。
生
産
諸
力
の
中
労
働
対
象
を
生
産
力
か
ら
除
外
す
る
の
は
、
「
白
川
知
的
条
件
」
で
あ
る
か
ら
で
は
な
い
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
何
ら
妥
当
な
る
瑚
山
を
説
明
す
る
事
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
逆
に
そ
の
引
は
、
機
械
的
労
働
子
段
以
外
は
、
即
ち
、
対
象
的
諸
条
件
と
一
五
は
れ
る
労
働
子
段
や
、
労
働
対
象
・
対
象
的
諸
条
件
、
及
び
化
学
的
装
置
が
い
は
ゆ
る
生
産
に
役
立
つ
生
産
諸
力
を
情
吠
し
な
い
こ
と
は
意
味
し
な
い
し
、
マ
へ
か
h
A
る
発
一
一
一
口
は
マ
ル
ク
ス
も
ス
タ
ー
リ
ン
も
行
っ
て
い
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
之
に
対
し
て
、
水
力
発
電
の
ダ
ム
は
動
力
と
し
て
、
え
い
核
分
裂
の
平
和
的
利
川
は
ヱ
、
不
ル
ギ
l
資
源
と
し
て
、
人
間
労
働
に
代
枕
し
作
る
が
故
に
、
生
産
力
に
入
れ
ら
れ
る
で
は
な
い
か
と
云
う
反
論
が
出
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
生
産
諸
力
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
可
能
性
に
す
ぎ
な
い
存
在
で
あ
る
。
ぃ
核
分
裂
の
平
和
的
利
川
は
勿
論
の
主
で
あ
る
が
、
電
気
は
そ
の
ま
L
で
は
労
働
力
に
代
位
し
う
る
可
能
性
に
す
ぎ
な
い
だ
ら
う
。
電
気
は
モ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
物
珂
的
運
動
に
転
化
さ
れ
て
初
め
て
動
力
た
り
得
る
。
即
ち
、
電
気
が
動
力
化
さ
れ
る
為
に
は
、
機
械
的
労
働
子
段
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
動
力
化
せ
ら
れ
た
電
気
は
機
械
的
労
働
千
段
な
の
で
あ
る
。
機
械
が
労
働
に
代
枕
し
う
る
、
為
に
は
自
ら
の
動
力
を
合
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
又
溶
鉱
炉
は
生
産
力
の
侍
喰
要
栄
で
は
な
い
。
応
能
率
の
溶
鉱
炉
が
新
設
さ
れ
た
と
し
て
も
、
火
が
鉄
を
溶
か
す
限
り
に
於
て
は
労
働
の
代
仰
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
却
設
に
伴
う
機
械
作
業
の
附
属
機
械
に
よ
る
代
位
は
あ
っ
て
も
、
え
安
価
な
製
口
川
の
出
現
に
よ
っ
て
生
産
河
係
は
変
り
仰
げ
る
と
し
て
も
、
機
械
の
生
産
関
係
と
の
矛
貯
に
比
す
れ
ば
術
足
的
矛
加
を
俳
戒
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
何
故
な
れ
ば
、
火
の
力
を
杭
り
ず
し
て
は
人
川
は
鉄
を
溶
解
し
仰
な
い
の
だ
か
ら
ο
し
か
し
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
之
ら
は
す
べ
て
、
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ス
タ
ー
リ
ン
が
生
産
力
の
侍
戒
要
素
を
大
胆
に
も
、
「
労
働
力
」
と
「
そ
の
総
体
を
生
産
の
筋
骨
系
統
と
名
づ
け
得
る
と
こ
る
の
機
械
的
労
働
子
段
」
と
規
定
し
た
事
は
、
経
済
学
教
科
書
に
於
て
、
「
経
済
学
を
人
と
人
と
の
社
会
的
生
産
関
係
、
即
ち
、
経
済
関
係
の
発
展
に
関
す
る
科
学
で
あ
る
」
と
明
確
に
規
定
し
た
事
に
よ
っ
て
、
そ
の
、
王
張
の
根
拠
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
判
断
す
る
。
生
産
力
〈
広
義
〉
た
り
う
る
も
の
で
あ
る
。
又
現
実
の
生
産
力
の
発
展
は
之
ら
を
抜
四
ス
タ
ー
リ
ン
に
よ
る
マ
戸
ク
ス
の
歪
曲
一
方
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
そ
の
根
拠
の
説
明
に
就
い
て
は
マ
ル
ク
ス
か
ら
一
歩
後
退
し
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
か
く
疑
問
を
提
出
す
る
浬
山
は
次
の
点
で
あ
る
。
念
の
為
、
も
一
度
引
加
す
る
。
「
『
生
産
子
段
』
と
云
う
言
葉
を
も
て
あ
そ
ん
で
は
な
ら
な
い
。
マ
ル
ク
ス
主
義
者
が
生
産
手
段
の
生
産
と
云
う
場
合
に
は
、
何
よ
り
も
:
①
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
4
1
1
1
1
-
-
-
-
先
づ
生
産
川
具
1
1
マ
ル
ク
ス
カ
E
E
4
-
Uヨ
震
庁
こ
え
庁
VJ
肘
h
れ
ι摂
佐
』
を
な
し
、
『
そ
の
総
体
を
生
産
の
筋
骨
系
統
と
名
づ
け
う
る
と
こ
ろ
の
機
械
的
な
労
働
子
段
』
と
呼
ん
だ
と
こ
ろ
の
も
の
l
iの
生
産
の
こ
と
を
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
生
産
手
段
の
一
部
(
原
科
〉
と
生
産
川
具
を
合
む
生
産
手
段
と
を
同
列
に
お
く
こ
と
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
に
た
い
し
て
罪
を
お
か
す
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
マ
ル
ク
i
l
-
-
I
l
l
i
-
-
ス
主
義
は
、
他
の
す
べ
て
の
生
産
子
段
に
く
ら
ベ
ズ
、
c生
産
出
具
が
決
定
的
役
割
を
演
じ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
出
発
す
る
か
ら
で
あ
る
。
{
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(
あ
る
祁
の
原
料
は
生
産
出
具
の
生
産
の
た
め
に
材
料
と
し
て
必
要
で
あ
る
と
は
い
え
、
原
料
そ
の
も
の
だ
け
で
は
生
産
加
具
を
生
産
し
え
制
川
叫
「
制
対
剖
刈
制
刷
料
刻
生
産
加
旦
(
な
し
に
は
生
産
さ
れ
得
な
い
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
だ
あ
る
c
一
以
上
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
文
中
傍
線
の
三
点
に
つ
い
て
問
題
と
す
る
。
先
づ
引
則
さ
れ
た
マ
ル
ク
ス
の
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
「
如
何
に
し
て
、
如
何
な
る
労
働
子
段
を
も
っ
て
、
作
ら
れ
る
か
と
一
五
う
こ
と
が
、
諸
々
の
経
済
的
時
代
を
区
別
す
る
。
労
働
手
段
は
、
入
山
の
労
働
力
の
発
展
の
測
度
お
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
う
ち
で
労
似
が
行
は
れ
る
社
会
的
諸
関
係
の
指
示
誌
で
あ
る
。
労
働
千
段
そ
の
も
の
の
う
ち
で
は
、
そ
の
総
体
を
人
が
生
産
の
筋
竹
系
統
と
名
づ
け
う
る
と
こ
ろ
の
機
械
的
な
労
働
手
段
の
方
が
、
労
働
子
段
の
・
谷
川
府
に
の
み
役
立
つ
よ
う
な
、
そ
し
て
そ
の
総
休
は
全
く
一
般
的
に
生
産
の
脈
仔
系
統
と
呼
ば
れ
う
る
よ
う
な
労
働
手
段
、
た
と
え
生
産
力
の
蹴
念
に
つ
い
て
ず七
経
営
と
陪
済
-/:; 
四
ば
、
管
・
桶
・
能
・
五
等
々
よ
り
も
、
柏
会
州
山
回
附
代
似
品
一
が
J
U
U
引
W
E附
劃
制
御
ー
到
一
刷
J
1
0
後
の
同
演
の
労
働
子
段
は
化
学
工
業
に
お
い
て
初
め
て
主
要
な
役
割
を
演
ず
る
c
」
以
上
両
者
の
ヶ
2
4
を
比
較
す
る
引
に
よ
っ
て
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
誤
り
は
明
ら
か
で
あ
ら
う
。
ス
タ
ー
リ
ン
が
マ
ル
ク
ス
を
か
く
の
如
く
川
崎
併
し
、
変
存
す
る
一
引
は
、
マ
ル
ク
.
ス
よ
り
の
一
歩
後
退
で
あ
る
と
一
五
う
意
味
に
於
て
、
山
川
、
肉
に
も
、
「
マ
ル
ク
ス
主
義
に
対
し
て
、
間
却
を
お
か
す
一
山
さ
で
は
な
か
っ
た
ら
う
か
。
ス
タ
ー
リ
ン
の
傍
線
③
に
依
る
説
明
は
、
明
ら
か
に
マ
ル
ク
ス
か
ら
歴
史
性
を
抜
き
去
る
す
引
に
は
な
ら
な
い
か
。
マ
ル
ク
ス
が
「
社
会
的
生
産
時
代
の
遥
か
に
よ
り
決
定
的
な
特
徴
を
示
す
。
」
と
述
べ
た
市
は
、
明
ら
か
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
産
業
革
命
に
於
て
、
機
械
的
労
働
子
段
が
決
定
的
役
割
を
来
し
た
一
引
を
念
副
に
泣
い
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
又
ス
タ
ー
リ
ン
が
こ
の
路
史
性
を
抜
き
去
っ
た
引
は
、
又
同
時
に
生
産
調
係
と
し
て
の
視
角
を
忘
却
し
た
技
術
主
義
に
転
ル
治
し
た
官
け
で
は
な
か
っ
た
か
。
マ
ル
ク
ス
の
「
決
定
的
」
と
一
五
う
言
葉
は
、
「
社
会
的
生
産
時
代
」
に
対
し
て
、
旧
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
産
栄
革
命
は
将
に
、
資
本
に
よ
る
労
働
力
の
実
質
的
包
摂
え
の
、
資
本
主
義
的
生
産
関
係
え
の
平
命
朔
で
は
な
か
っ
た
か
。
か
く
の
如
く
、
マ
ル
ク
ス
に
於
て
は
、
機
械
的
労
働
子
段
は
脈
管
体
系
よ
り
も
決
定
的
に
生
産
関
係
に
影
響
を
及
ぼ
す
な
味
に
於
て
把
握
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
「
決
定
的
」
と
一
五
う
川
誌
は
、
次
の
傍
線
③
の
如
く
説
明
す
る
事
に
よ
っ
て
、
技
術
主
義
的
に
強
調
せ
ら
れ
た
も
の
と
併
せ
ざ
る
を
得
な
・
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
観
め
て
、
あ
い
ま
い
な
去
現
で
あ
り
従
っ
て
、
そ
の
文
平
自
体
、
何
等
説
得
力
を
持
ち
得
な
い
し
、
一
度
は
マ
ル
ク
ス
を
引
出
し
て
、
「
社
会
的
生
産
の
一
定
の
時
代
の
特
徴
」
と
い
い
乍
.
ら
も
、
そ
れ
を
正
し
く
理
解
し
て
い
な
い
説
明
に
終
始
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
日
本
の
マ
ル
ク
ス
瑚
諭
家
に
よ
る
生
産
力
構
喰
要
素
の
理
解
は
、
将
に
ス
タ
ー
リ
ン
の
亜
流
で
あ
ろ
う
。
た
づ
、
「
生
産
力
の
要
素
と
し
て
機
械
的
労
助
手
段
の
み
を
と
り
、
そ
の
他
の
労
働
子
段
を
除
外
す
る
の
は
、
後
者
は
能
動
性
が
低
く
く
、
前
者
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、
前
者
の
発
達
限
度
に
伏
ιす
る
か
ら
だ
J
と
い
う
豊
川
問
郎
氏
の
見
解
や
、
「
人
間
活
動
の
伝
導
の
む
接
的
千
段
'
一
と
い
う
四
山
に
よ
る
見
解
に
つ
い
て
、
原
教
長
は
「
装
出
的
労
働
手
段
や
施
設
的
労
働
千
段
を
指
し
て
受
動
的
と
称
す
る
の
は
力
学
的
日
機
械
主
義
的
観
点
に
立
つ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
:
:
:
化
学
的
運
動
の
観
点
に
立
っ
と
き
は
、
化
学
的
労
働
子
段
〈
原
料
〉
が
も
っ
と
も
能
動
的
と
な
る
。
」
従
っ
て
、
能
動
的
か
否
か
に
よ
っ
て
は
規
定
の
正
し
さ
は
立
証
し
得
な
い
し
、
叉
「
人
間
活
動
の
伝
達
の
也
接
的
な
千
段
」
と
し
て
、
装
置
的
労
働
千
段
に
於
け
る
力
学
的
手
段
だ
け
を
生
産
力
の
要
素
と
す
る
と
き
に
は
九
ク
ス
に
陥
る
と
批
判
さ
れ
る
。
d
A
常
盤
氏
は
、
遊
部
教
授
や
豊
川
教
授
の
如
く
、
「
生
産
用
具
」
を
「
生
産
の
筋
骨
系
統
l
l
機
械
的
労
働
手
段
」
の
み
に
限
定
し
て
は
な
ら
な
い
と
し
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
夫
現
を
、
「
一
般
に
よ
り
主
要
な
役
割
を
川
市
す
ゆ
え
を
も
っ
て
、
生
産
用
具
を
『
機
械
的
労
働
手
段
』
を
も
っ
て
代
夫
せ
し
め
る
と
併
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
?
」
労
働
子
段
・
の
中
「
生
産
要
素
の
み
が
『
生
産
力
』
の
要
素
に
入
れ
ら
れ
る
の
、‘.、
は
、
そ
れ
が
『
人
間
の
身
体
に
属
す
る
自
然
力
』
の
延
長
で
あ
る
か
ら
」
「
生
産
用
具
は
自
然
に
対
し
て
能
動
的
に
働
き
か
け
る
労
働
力
の
発
現
の
担
い
千
な
る
が
故
に
『
生
産
力
』
な
の
で
あ
る
。
」
「
社
会
を
変
革
し
発
展
せ
し
め
て
ゆ
く
も
の
は
究
極
的
・
根
源
的
に
は
『
人
間
の
主
体
的
な
働
き
か
け
』
で
あ
る
こ
と
が
銘
記
さ
る
べ
き
」
で
あ
り
、
「
だ
が
、
『
社
会
的
生
産
時
代
の
は
る
か
に
決
定
的
な
特
徴
を
一
不
す
』
か
否
か
が
、
生
産
川
具
か
否
か
を
決
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
を
決
定
す
る
も
の
は
、
『
活
動
の
伝
導
体
』
で
あ
る
か
否
か
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
、
生
産
力
概
念
の
分
析
視
品
川
に
於
て
問
題
に
さ
れ
る
。
か
く
て
、
生
産
加
具
を
『
生
産
の
筋
骨
系
統
』
の
み
に
限
定
せ
ず
し
て
化
学
工
栄
や
ミ
チ
ユ
l
リ
ン
民
法
に
お
い
て
主
裂
な
役
割
を
演
ず
る
接
泣
煩
も
『
生
産
力
』
の
嬰
索
に
合
ま
る
べ
き
だ
と
主
張
さ
れ
る
。
之
に
対
し
て
、
係
数
佼
は
「
訂
性
ソ
i
ダ
の
椛
吠
一
袋
宗
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
水
素
と
酸
索
で
あ
る
が
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
方
が
、
よ
り
重
要
な
役
割
を
肝
不
す
か
ら
、
こ
れ
で
も
っ
と
水
素
と
酸
素
を
代
夫
さ
せ
て
、
苛
性
ソ
ー
ダ
の
構
成
要
素
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
で
あ
る
、
と
去
現
し
て
よ
い
」
と
す
る
ー
の
と
同
様
に
誠
弁
に
す
ぎ
な
い
と
批
判
さ
れ
る
。
f
之
ら
の
批
判
は
仰
れ
も
妥
当
す
る
。
そ
れ
は
之
ら
の
則
論
が
生
産
力
概
念
の
立
義
に
つ
い
て
の
明
確
な
把
握
に
立
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
川
仰
の
欠
如
の
上
に
立
っ
て
行
わ
れ
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
叉
特
に
重
要
な
点
は
、
原
教
授
を
合
め
て
之
ら
の
諸
論
は
す
べ
て
、
労
似
過
m
か
ら
、
即
ち
人
間
と
白
然
と
の
関
係
に
於
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
自
然
弁
託
法
的
解
釈
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
引
で
あ
る
。
之
ら
生
産
力
の
情
戎
要
素
に
関
ず
る
技
術
主
義
的
な
従
っ
て
生
産
力
的
な
分
析
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
自
ら
の
技
術
主
義
的
解
釈
に
起
凶
す
る
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
マ
ル
ク
ス
は
秀
れ
て
生
産
関
係
の
視
角
に
が
、
て
機
械
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
極
め
て
重
大
な
事
実
を
忘
却
し
て
は
な
ら
な
い
だ
ら
う
。
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
さ
れ
た
機
赦
は
、
ス
イ
ッ
チ
だ
け
と
い
う
パ
ラ
ド
ツ
生
産
力
の
概
念
に
つ
い
て
，七
五
経
醤
と
経
治
七
六
五
p
結
壬:d.
H而
か
く
て
、
常
盤
氏
は
結
論
と
し
て
次
の
如
く
い
は
れ
る
。
「
生
産
諸
手
段
の
う
ち
生
産
用
具
の
み
が
『
生
産
力
』
の
要
素
と
さ
れ
る
の
は
、
結
局
、
生
産
を
発
展
せ
し
め
る
、
従
っ
て
旧
い
生
産
関
係
を
打
破
し
、
新
し
い
生
産
様
式
を
創
造
し
て
、
社
会
合
一
発
展
せ
し
め
る
主
導
力
・
決
定
的
要
素
は
、
根
源
的
に
は
人
間
の
『
主
体
的
な
働
き
か
け
』
で
あ
る
、
と
一
五
う
事
を
意
味
す
る
。
」
と
さ
れ
、
且
つ
、
「
従
来
、
生
産
は
一
定
の
生
産
関
係
の
下
で
の
み
行
わ
れ
、
『
一
つ
の
社
会
構
成
は
、
す
べ
て
の
生
産
諸
力
に
と
っ
て
発
展
の
余
地
が
な
く
な
る
ま
で
は
、
決
し
て
没
落
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
あ
た
ら
し
い
、
よ
り
高
度
の
生
産
諸
関
係
は
、
そ
の
物
質
的
な
実
存
諸
条
件
が
旧
社
会
自
体
の
胎
内
で
府
化
し
お
わ
る
ま
で
は
、
け
っ
し
て
従
来
の
も
の
に
と
っ
て
か
わ
る
こ
と
は
な
い
。
』
会
九
・
エ
シ
選
集
補
巻
3
、
四
頁
)
と
い
う
『
経
済
学
批
判
』
の
序
文
の
公
式
的
理
解
か
ら
、
生
産
関
係
の
変
革
は
、
な
り
ゆ
き
に
ま
か
せ
て
お
け
ば
新
し
い
『
生
産
力
』
に
と
も
な
っ
て
自
然
に
お
こ
な
わ
れ
る
か
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
、
そ
こ
に
、
『
生
産
力
論
』
日
客
観
主
義
的
侃
向
を
生
じ
た
の
で
あ
る
。
」
か
く
て
氏
は
、
「
『
生
産
の
も
っ
と
も
運
動
的
か
つ
革
命
的
な
要
素
』
で
あ
り
、
『
生
産
の
発
展
の
決
定
的
な
要
素
』
で
あ
る
『
生
産
力
』
の
棋
源
は
人
間
で
あ
る
。
人
間
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
、
現
実
に
『
生
産
力
』
が
発
現
す
る
の
で
あ
り
、
人
間
の
主
体
的
な
働
き
か
け
に
よ
っ
て
生
産
関
係
が
変
革
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
」
従
っ
て
、
「
『
生
産
力
』
な
る
概
念
の
分
析
視
角
は
、
こ
の
点
に
こ
そ
与
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
」
と
結
論
さ
わ
実
践
と
結
び
付
き
の
価
似
を
評
価
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
生
産
力
な
る
概
念
の
分
析
視
角
が
、
常
盤
氏
の
解
釈
さ
れ
る
如
き
、
人
間
の
主
体
性
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
と
し
て
も
、
生
産
関
係
の
変
平
の
問
題
に
迎
論
的
根
拠
を
与
え
る
事
に
は
な
ら
な
い
と
判
断
さ
れ
る
し
、
加
川
示
一
川
の
展
開
に
納
得
出
来
な
い
も
の
を
感
ず
る
。
即
ち
、
氏
の
如
く
、
即
自
的
把
握
に
よ
る
労
働
過
程
で
人
聞
が
生
産
川
具
を
川
い
て
、
労
働
対
象
及
び
対
象
的
諸
条
件
に
働
き
か
け
る
事
に
於
て
の
み
、
人
間
の
主
体
性
を
把
握
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
即
ち
生
産
関
係
的
視
角
に
基
づ
か
な
い
人
間
の
主
体
性
の
把
握
で
あ
る
な
ら
ば
、
換
言
す
れ
ば
、
生
産
語
力
の
具
体
化
、
発
展
に
於
て
の
み
、
生
産
力
発
展
の
人
間
の
主
体
性
を
理
解
す
る
な
ら
ば
、
未
だ
氏
と
雌
も
生
産
力
論
の
域
を
出
な
い
も
の
と
一
五
え
る
だ
ろ
う
。
た
し
か
に
、
「
生
産
力
は
も
っ
と
も
動
的
で
革
命
的
な
要
素
で
あ
る
。
」
従
っ
て
、
生
産
に
於
け
る
人
問
主
体
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
生
産
力
が
増
大
し
、
「
生
産
の
発
展
は
、
生
産
力
の
変
化
か
ら
:
:
:
初
ま
る
。
つ
日
ふ
い
て
、
こ
れ
に
応
じ
た
変
化
が
生
産
関
係
の
面
で
も
起
る
。
」
と
し
て
も
向
、
氏
の
前
述
の
理
併
に
と
い
?
ま
る
こ
と
は
、
客
観
主
義
的
侃
向
の
非
難
を
自
ら
甘
交
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
だ
ろ
う
O
A
史
に
、
「
人
と
人
と
の
生
産
関
係
は
、
生
産
力
の
発
展
に
し
た
が
っ
て
発
展
し
な
が
ら
、
こ
ん
ど
は
、
生
産
力
に
対
し
て
積
極
的
に
働
き
か
け
る
。
」
と
い
う
立
味
を
交
分
瑚
併
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
o
空
産
力
の
円
一
史
的
拡
大
は
質
的
転
化
を
生
む
。
生
産
力
に
対
す
る
人
間
の
主
体
性
も
又
、
生
産
力
の
一
定
の
発
展
段
階
に
於
て
は
質
的
転
化
を
遂
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
人
間
の
主
体
性
は
生
産
関
係
に
む
接
に
働
き
か
け
る
。
そ
れ
は
生
産
力
の
発
展
に
伴
う
生
産
力
と
生
産
関
係
の
矛
盾
の
激
化
そ
の
も
の
か
ら
発
生
す
る
。
即
ち
、
社
会
的
生
産
関
係
の
矛
府
の
結
果
か
ら
発
生
す
る
の
で
あ
る
。
歴
史
は
明
ら
か
に
そ
れ
を
実
証
し
て
い
る
し
、
又
人
間
の
主
体
性
を
生
産
関
係
を
抜
き
に
し
て
技
術
主
義
的
に
解
釈
す
る
事
か
ら
は
、
ソ
ビ
エ
ト
・
ロ
シ
ヤ
の
如
き
生
産
力
の
お
く
れ
た
国
に
、
叉
第
二
次
大
戦
後
の
人
民
々
主
義
諸
国
に
、
何
故
革
命
が
発
生
し
た
か
の
現
鮮
は
不
可
能
で
あ
ら
う
。
又
寧
ろ
逆
に
、
生
産
力
の
発
展
は
生
産
関
係
を
通
し
て
、
即
ち
、
生
産
関
係
内
に
於
け
る
人
間
の
主
体
的
活
動
が
、
生
産
技
術
の
現
実
化
を
促
進
す
る
場
合
が
多
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
以
上
、
生
産
力
の
侍
戒
を
労
働
過
程
に
於
け
る
人
間
の
主
体
性
か
ら
把
握
す
る
事
は
、
生
産
力
の
概
念
を
生
産
関
係
の
側
面
か
ら
理
解
す
る
引
に
は
な
ら
な
い
し
、
か
L
る
人
間
の
主
体
性
の
技
術
主
義
的
把
握
か
ら
は
、
生
産
力
命
的
な
誤
り
を
脱
却
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
だ
ろ
。
〉
「
ノ
即
ち
、
人
間
の
主
体
的
実
践
を
、
即
白
的
な
意
味
の
生
産
的
労
働
に
の
み
併
す
る
な
ら
ば
、
生
産
関
係
の
生
産
力
に
対
す
る
反
作
用
や
、
社
会
変
革
の
時
機
に
お
け
る
生
産
関
係
に
対
す
る
人
間
主
体
的
実
践
の
主
要
性
を
見
落
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
生
産
力
椛
戒
要
宋
把
握
を
、
か
斗
る
技
術
主
義
的
な
人
山
の
主
体
性
か
ら
把
握
す
る
こ
と
と
同
様
の
誤
り
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
従
っ
て
、
ス
タ
ー
リ
ン
自
身
、
生
産
力
概
念
の
正
し
い
把
握
に
到
達
し
な
が
ら
、
そ
の
児
山
の
説
明
に
限
っ
て
、
技
術
主
義
的
主
体
性
論
に
立
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
「
マ
ル
ク
ス
、
王
義
に
対
し
て
罪
を
犯
す
」
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
か
。
「
生
産
関
係
は
生
産
力
と
た
が
ひ
に
働
き
か
け
あ
っ
て
い
る
が
、
経
済
学
は
そ
の
よ
う
な
生
産
関
係
を
研
究
す
る
o
」
ハ
教
科
脅
八
頁
)
限
り
、
経
済
学
と
し
て
把
握
さ
れ
る
生
産
力
の
椛
成
要
素
も
叉
生
産
関
係
的
視
角
か
ら
抽
象
し
て
初
め
て
正
し
い
把
握
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
(
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